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は
じ
め
に

本
稿
は
、
中
国
粤
西
地
域
（
広
東
省
西
部
）
の
鑑
江
流
域1

に
分
布
す
る
「
経

堂
」
と
呼
ば
れ
る
宗
教
慈
善
結
社
の
信
仰
と
儀
礼
に
関
す
る
研
究
報
告
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
、
中
国
の
「
鸞
堂
」、「
乩
壇
」、「
道
堂
」、「
善
堂
」
な

ど
と
通
称
さ
れ
る
宗
教
慈
善
結
社
に
つ
い
て
、
香
港
、
広
東
、
台
湾
及
び
東
南
ア

ジ
ア
の
華
人
集
住
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
こ

う
し
た
宗
教
慈
善
結
社
は
、
文
字
を
媒
介
と
す
る
中
国
古
来
の
降
神
術
「
扶
鸞
」

（
ま
た
は
「
扶
乩
」、「
飛
鸞
」
な
ど
）
を
核
と
す
る
「
扶
鸞
結
社
（
扶
乩
カ
ル
ト
、

spirit-w
riting cult

」
の
性
格
を
帯
び
、
酒
井
忠
夫
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
善
堂

共
同
体
」、
す
な
わ
ち
「
富
裕
な
郷
紳
・
士
人
が
地
域
社
会
に
お
い
て
、
儒
教
の

教
え
及
び
三
教
帰
儒
、
合
一
の
善
書
の
教
え
を
自
主
的
に
実
践
し
て
、
同
善
会
の

よ
う
に
そ
の
財
を
捐
し
て
（
費
銭
）、社
会
福
祉
的
善
（
功
徳
）
及
び
地
域
の
興
利
、

教
化
の
た
め
の
善
（
功
徳
）
を
行
う
」［
酒
井 

二
〇
〇
〇
：
一
五
六
］
結
社
に
相

当
す
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
粤
西
流
域
の
「
経
堂
」
も
、
そ
の
担
い
手
や
活
動

内
容
か
ら
、
こ
う
し
た
宗
教
慈
善
結
社
の
一
種
と
見
な
せ
よ
う
。

本
稿
で
紹
介
す
る
経
堂
と
経
堂
が
所
蔵
す
る
経
典
の
多
く
は
、
筆
者
が

二
〇
一
六
年
八
月
か
ら
二
〇
一
九
年
一
二
月
ま
で
の
間
に
断
続
的
に
行
っ
て
き
た

現
地
調
査
で
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
二
〇
一
八
年
か
ら
実
施
し
た
科

学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
の
課
題
「
中
国
宗
教
に
お
け
る
聖
地
巡
礼
の

動
態
性
と
近
代
性
︱
華
南
西
江
流
域
の
歴
史
民
族
誌
を
通
し
て
」（
課
題
番
号
：

18K
00079

、二
〇
一
八 

︱ 

二
〇
二
一
年
度
、研
究
代
表
者
：
志
賀
市
子
）
で
行
っ

た
現
地
調
査
を
通
し
て
収
集
し
た
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
基
づ
く
成
果
の
一
部
は
、
こ
こ
数
年
中
国
語
や
英
語
で

発
表
し
て
き
た
拙
稿
（
一
部
は
未
公
刊
）
に
お
い
て
と
り
あ
げ
て
き
た
［
志
賀 

二
〇
二
〇
、
游
、
志
賀 

二
〇
二
一
］。
ま
た
本
年
（
二
〇
二
一
）
は
、
そ
れ
ら
を

総
括
す
る
論
文
と
し
て
、日
本
華
南
学
会
の
学
会
誌
﹃
華
南
研
究
﹄
第
七
号
に
「
粤

西
地
域
の
経
堂 

︱ 

一
九
世
紀
末
扶
鸞
救
劫
運
動
の
伝
播
と
地
方
化
」
を
発
表
し

た
［
志
賀 
二
〇
二
一
］。
そ
こ
で
は
、
経
堂
設
立
の
経
緯
と
そ
の
背
景
を
中
心
に
、

と
く
に
経
堂
の
信
仰
を
形
成
し
た
外
来
の
宗
教
運
動
が
清
末
の
鑑
江
流
域
に
ど
の

粤
西
鑑
江
流
域
の
経
堂

︱ 

信
仰
と
儀
礼
を
中
心
に

志　

賀　
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よ
う
に
伝
わ
り
、
地
方
社
会
に
根
付
い
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
あ

て
た
。
そ
の
続
編
と
い
う
べ
き
位
置
づ
け
に
あ
る
本
稿
は
、
経
堂
の
民
国
期
以
降

の
展
開
を
中
心
に
た
ど
り
、
経
堂
の
信
仰
や
儀
礼
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
す
る
。

こ
の
地
域
の
扶
鸞
結
社
や
降
筆
文
献
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
筆
者
が
経
堂
の
研
究
・
調
査
に
あ
た
っ
て
最
も
参
考
に

し
た
の
は
、高
州
市
博
物
館
の
陳
冬
青
館
長
が
現
地
調
査
を
も
と
に
執
筆
し
た﹃
高

州
社
会
歴
史
調
査
﹄［
陳
冬
青 

二
〇
一
一
］
で
あ
る
。
当
該
書
に
は
高
州
市
の
鎮
、

村
ご
と
の
概
況
及
び
所
在
す
る
廟
、
宗
祠
の
歴
史
や
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
の
詳
細

な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
当
初
、
手
探
り
で
調
査
を
始
め
た
筆
者
は
、
そ
の

記
述
を
頼
り
に
経
堂
と
目
さ
れ
る
宗
教
施
設
を
訪
問
し
た2

。
そ
し
て
、
許
可
が
得

ら
れ
れ
ば
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
所
蔵
さ
れ
て
い

る
経
典
を
撮
影
し
た3

。
本
稿
は
こ
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
た
現
地
調
査
と
そ
こ

で
収
集
し
た
文
献
資
料
に
基
づ
く
報
告
で
あ
る
。

一
．
経
堂
の
概
要
と
歴
史
的
背
景

鑑
江
流
域
の
市
鎮
や
郷
村
に
お
い
て
、「
経
堂
」（
ま
た
は
「
経
壇
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
る
）
と
い
え
ば
、
一
般
に
地
域
の
主
要
な
廟 

︱ 
多
く
は
関
帝
や
冼

夫
4人

を
祀
る
廟 

︱ 

を
拠
点
と
し
て
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
小
規
模

な
民
間
宗
教
組
織
を
指
す
。
経
堂
は
所
属
す
る
廟
と
は
別
に
、「
明
聖
経
堂
」、「
慈

善
経
堂
」
と
い
っ
た
堂
名
を
持
っ
て
い
る
。
経
堂
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
は
「
経
生
」

と
呼
ば
れ
、
毎
月
旧
暦
の
一
日
と
一
五
日
の
ほ
か
、
正
月
や
神
誕
な
ど
の
節
日
に

廟
に
集
ま
り
、﹃
関
帝
明
聖
経
﹄
や
﹃
玉
皇
真
経
﹄
な
ど
の
経
典
を
木
魚
や
鐺
子

な
ど
の
打
楽
器
を
伴
奏
に
詠
唱
す
る
。
解
放
前
（
一
九
四
九
年
以
前
）、
経
生
は

男
性
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
女
性
の
経
生
も
い
る
。
経
堂
に
は
土
地

の
言
葉
で
「
降
生
」（
ゴ
ン
サ
ー
ン
）
と
呼
ば
れ
る
扶
鸞
の
乩
手
が
お
り
、
神
誕

や
節
日
の
際
に
、
ま
た
信
者
の
求
め
に
応
じ
て
扶
鸞
を
行
う
。

経
堂
の
中
に
は
、
地
域
住
民
や
他
の
廟
や
寺
の
祭
祀
行
事
に
招
か
れ
て
誦
経
を

行
う
「
誦
経
団
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、

筆
者
が
調
査
し
た
限
り
で
は
、
鑑
江
流
域
の
経
堂
に
は
、
筆
者
が
以
前
調
査
し
た

広
東
省
潮
汕
地
域
の
「
善
堂
」
と
呼
ば
れ
る
扶
鸞
結
社
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
施
棺

掩
埋
会
や
葬
送
儀
礼
の
職
能
者
集
団
的
な
機
能
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

5い
。

参
考
文
献
の
後
（
二
一
頁
）
に
添
付
し
た
表
は
、
筆
者
が
現
地
調
査
で
実
際
に

訪
れ
た
経
堂
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
経
堂
の
性
格
に
は
、
鑑
江
流
域
の
北
と
南
と
で

若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
表
に
列
挙
し
た
経
堂
の
う
ち
、
①
か
ら
⑨
ま
で
は
鑑

江
の
中
上
流
域
の
高
州
市
北
部
、
信
宜
市
に
分
布
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
関
帝

が
主
要
な
神
格
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
関
帝
を
主
神
と
し
て
祀
る「
武
廟
」

に
付
設
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、「
関
帝
を
祀
ら
ず
し
て
経
堂
と
は
言
え
な

い
」
と
言
う
信
者
も
い
る
。
⑩
か
ら
⑮
は
鑑
江
の
中
下
流
域
の
高
州
市
南
部
か
ら

呉
川
市
に
分
布
す
る
も
の
で
、
関
帝
が
祀
ら
れ
て
い
て
も
主
神
格
で
は
な
く
、
そ

の
他
の
神
、
と
く
に
「
玉
皇
宮
主
」
と
呼
ば
れ
る
女
神
の
信
仰
が
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。
両
者
の
違
い
は
、
歴
史
的
経
緯
や
経
堂
の
担
い
手
と
な
る
信
者
層

の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
。
詳
細
は
次
節
以
降
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
「
経
堂
」
と
称
す
る
民
間
宗
教
組
織
が
現
れ

て
く
る
の
は
、
管
見
で
は
嘉
慶
か
ら
道
光
年
間
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
の
数
が
増

加
し
て
く
る
の
は
光
緒
年
間
以
降
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
外
在
的
要
因
と
内

在
的
要
因
が
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
経
堂
が
所
蔵
す
る
木
版
や
手
抄
の
経
典

に
見
ら
れ
る
主
要
な
モ
チ
ー
フ
や
神
々
の
体
系
か
ら
見
て
、
経
堂
は
一
九
世
紀
後

半
に
西
南
地
域
に
興
っ
た
宗
教
運
動
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
発
展
し
た
。
と
同

時
に
当
該
地
域
で
は
一
九
世
紀
前
半
ま
で
に
、「
経
堂
」
の
思
想
や
信
仰
と
直
接
、

ま
た
は
間
接
的
に
関
わ
る
文
化
的
土
壌
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

筆
者
は
す
で
に
発
表
し
た
拙
論
に
お
い
て
、
経
堂
を
生
み
出
す
土
壌
と
な
っ
た

199198
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信
仰
や
活
動
と
し
て
、
清
代
中
後
期
の
鑑
江
流
域
に
お
け
る
聖
諭
宣
講
、
善
堂
、

関
帝
信
仰
に
注
目
し
た
。
テ
ル
・
ハ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
聖
諭
宣
講
は
政
府
に
よ
る

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
の
民
衆
教
化
事
業
で
あ
り
、
や
が
て
一
人
歩
き
し
て
、
中
、
下

層
の
読
書
人
に
よ
る
社
会
道
徳
運
動
と
し
て
実
践
さ
れ
た
。
一
方
、
善
堂
は
地
方

エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
国
家
公
認
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
式
の
社
会
道
徳
団

体
と
し
て
機
能
し
た
［ter H

aar 2017

：234

］。
関
帝
は
こ
の
上
と
下
か
ら
の

社
会
道
徳
運
動
に
お
け
る
、
ほ
と
ん
ど
教
祖
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
結
論
か

ら
言
え
ば
、
鑑
江
流
域
の
地
方
社
会
に
は
一
九
世
紀
前
半
ま
で
に
、
儒
仏
道
三
教

融
合
の
信
仰
や
扶
鸞
信
仰
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
聖
諭
宣
講
、
善
堂
、
そ
し
て
善

書
の
文
化
が
醸
成
さ
れ
、
地
方
社
会
全
体
に
す
で
に
か
な
り
の
程
度
浸
透
し
て
い

た
。
そ
れ
が
、
そ
の
後
経
堂
の
よ
う
な
結
社
を
生
み
出
す
土
壌
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
［
志
賀 

二
〇
二
一
］。

こ
う
し
た
土
壌
の
上
に
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
、
四
川
や
雲
南
を
発
祥
と
す
る

「
飛
鸞
救
劫
」
の
思
想
が
流
入
し
た
。
こ
の
思
想
は
、
清
朝
末
期
、
未
曾
有
の
大

災
害
や
疫
病
が
相
次
ぐ
な
か
で
、そ
れ
ら
の
災
厄
を
「
劫
」
ま
た
は
「
劫
災
」（
人

類
を
滅
亡
さ
せ
る
よ
う
な
大
き
な
災
厄
）
と
見
な
し
、
末
劫
（
世
界
の
終
末
）
が

迫
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
警
告
す
る
終
末
論
で
あ
る
。
劫
災
か
ら
免
れ
る
た
め
に
、

個
人
が
自
己
修
養
と
善
行
に
よ
っ
て
積
徳
に
努
め
る
こ
と
を
奨
励
す
る
だ
け
で
な

く
、
組
織
的
に
善
を
実
践
し
、
人
を
善
に
導
く
場
と
し
て
の
善
堂
の
設
立
や
勧
善

書
の
印
刷
頒
布
を
提
唱
す
る
。

こ
う
し
た
救
劫
論
は
、
嘉
慶
年
間
以
降
に
大
量
に
刊
刻
さ
れ
た
、
劫
か
ら
の

救
済
を
説
く
い
わ
ゆ
る
「
救
劫
経
」
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
と

り
わ
け
劫
難
の
迫
り
来
る
年
と
意
識
さ
れ
た
道
光
庚
子
年（
一
八
四
〇
）、
後
に

こ
の
年
を
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
と
見
な
す
出
来
事
が
四
川
で
起
き
た
。
こ
の

年
、
四
川
省
重
慶
府
定
遠
県
の
龍
女
寺
で
行
わ
れ
た
扶
鸞
儀
礼
に
、
関
帝
や
呂

祖
、
高
守
仁
と
い
っ
た
神
々
が
次
々
に
降
臨
し
、﹃
関
聖
帝
君
明
聖
経
註
解
﹄
な

ど
、
救
劫
の
教
え
を
説
く
十
数
種
類
の
善
書
経
巻
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
［
武

内 

一
九
九
〇
：
七
〇
、
王
見
川 

二
〇
一
〇
：
九
五 

︱ 

九
八
］。

こ
の
時
期
に
出
現
し
た
救
劫
経
に
は
、
人
心
の
極
度
の
荒
廃
に
激
怒
し
た
玉
皇

大
帝
を
配
下
の
神
仙
が
な
だ
め
、
飛
鸞
を
介
し
て
人
々
を
教
え
導
き
（「
飛
鸞
闡

教
」）、
善
に
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
を
誓
う
と
い
う
共
通
し
た
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ

る
。
玉
皇
を
説
得
し
、
飛
鸞
闡
教
の
役
割
を
担
う
の
が
関
帝
単
独
の
場
合
も
あ
れ

ば
、
呂
祖
、
文
昌
帝
君
、
観
音
な
ど
複
数
の
神
々
の
助
け
を
借
り
て
、
世
界
を
救

済
す
る
（「
救
世
」）
場
合
も
あ
る
。
後
者
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
よ
く
見
ら
れ

る
の
が
「
三
相
代
天
宣
化
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
関
聖
帝
君
を

含
む
三
人
の
神
々
が
玉
皇
を
と
り
な
し
、
扶
鸞
と
い
う
手
段
を
用
い
る
こ
と
に
よ

り
、
天
に
代
わ
っ
て
（「
代
天
」）、
人
々
を
教
化
す
る
（「
宣
化
」）
と
い
う
救
劫

論
で
あ
る
。
三
相
は
関
帝
、
呂
祖
、
文
昌
帝
君
の
組
み
合
わ
せ
が
最
も
多
く
、
こ

の
組
み
合
わ
せ
は
「
三
聖
」
と
も
呼
ば
れ
る
［W

ang 2015

：656-657

］。

龍
女
寺
に
お
け
る
神
々
の
降
示
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
四
川
省
と
雲
南
省
で

は
、
多
く
の
乩
壇
、
鸞
壇
が
生
ま
れ
た
。
王
見
川
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
は
数
百
壇

に
及
ん
だ
と
言
う
［
王
見
川 

二
〇
一
〇
：
九
九
］。
新
し
い
救
劫
の
モ
チ
ー
フ
は

各
地
の
鸞
堂
や
乩
壇
で
再
生
産
さ
れ
、
次
々
と
新
し
い
救
劫
の
経
典
を
生
み
出

し
、
そ
れ
ら
は
西
南
地
域
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
を
辿
っ
て
中
国
全
土
に
伝
播
し

た
［
范
二
〇
一
五
：
一
一
四 

︱
一
二
三
］。
粤
西
地
域
に
も
、
光
緒
初
年
ま
で
に

四
川
や
雲
南
を
発
祥
と
す
る
﹃
玉
皇
救
劫
真
経
﹄
や
﹃
関
帝
明
聖
経
﹄
と
い
っ
た

新
し
い
救
劫
経
が
広
西
経
由
で
伝
え
ら
れ
た
。
西
南
地
域
を
発
祥
と
す
る
救
劫
運

動
は
、粤
西
地
域
に
伝
播
し
た
後
、各
地
に
生
ま
れ
た
経
堂
や
乩
壇
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
し
て
粤
西
の
地
方
社
会
に
浸
透
し
、
根
付
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
［
志
賀 

二
〇
二
一
］。

光
緒
一
三
年
（
一
八
八
七
）
に
は
呉
川
梅
菉
の
武
廟
に
新
し
く
善
書
局
が
設
立

さ
れ
た
。
一
八
九
六
年
稿
本
﹃
梅

6

菉
賦
志
﹄
に
よ
れ
ば
、
官
紳
、
商
民
の
寄
付
に
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よ
っ
て
武
廟
に
善
書
局
が
設
立
さ
れ
、
経
生
を
招
い
て
﹃
明
聖
経
﹄
を
誦
唱
し
た

と
い
う
。
そ
の
後
、
善
書
局
は
光
緒
一
六
年
（
一
八
九
〇
）
に
長
岐
鎮
藍
溪
郷
に

移
設
さ
れ
、
文
昌
帝
君
、
関
聖
帝
君
、
呂
洞
賓
を
祀
る
「
三
聖
宮
」
と
し
て
再
建

さ
れ
た
。
こ
の
「
三
聖
宮
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
詳
し
く
と
り
あ

げ
た
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
道
光
庚
子
年
に
始
ま
る
扶
鸞
救
劫
運
動
が
粤
西
各
地
に
浸

透
し
て
い
っ
た
結
果
、
そ
の
帰
結
の
一
つ
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、
光
緒

一
七
年（
一
八
九
一
）か
ら
一
八
年
に
か
け
て
起
き
た
ペ
ス
ト
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

き
っ
か
け
と
す
る
新
し
い
救
劫
経
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
の
代
表
的
な
も
の
が
、﹃
文
昌
帝
君
救
劫
葆
生
経
﹄
と
﹃
関
聖
帝
君

救
劫
永
命
経
﹄
で
あ
る
。
ペ
ス
ト
禍
が
未
だ
終
息
し
な
い
光
緒
辛
卯
一
七
年
旧
暦

六
月
二
三
日
の
夜
、
信
宜
県
城
北
の
関
帝
廟
に
関
帝
が
降
臨
し
、﹃
関
聖
帝
君
救

劫
永
命
経
﹄
が
降
筆
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
六
月
二
八
日
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て

文
昌
帝
君
が
降
臨
し
、﹃
文
昌
帝
君
救
劫
葆
生
経
﹄
が
降
筆
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ

の
救
劫
経
は
後
に
﹃
文
帝
救
劫
葆
生
経
・
武
帝
救
劫
永
命
経
合
編
﹄
と
い
う
形
で

刊
行
さ
れ
た
（
以
下
﹃
文
武
葆
生
永
命
経
﹄
と
略
称
す

7る
）。

﹃
文
武
葆
生
永
命
経
﹄
に
は
、
道
光
庚
子
年
を
「
三
相
代
天
宣
化
」
や
「
関
帝

飛
鸞
闡
教
」
の
始
ま
り
の
年
と
す
る
新
し
い
救
劫
論
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。﹃
文

武
葆
生
永
命
経
﹄
を
構
成
す
る
序
文
や
讃
文
は
、
近
隣
の
経
堂
に
お
い
て
扶
鸞
を

介
し
て
降
示
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

ペ
ス
ト
禍
は
、新
し
い
救
劫
経
が
作
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

新
し
い
経
堂
を
設
立
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
て
経
堂
は
鑑
江

流
域
の
各
地
に
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
流
れ
は
民
国
期
へ
と
続
い
た
。

そ
し
て
時
の
政
権
の
宗
教
政
策
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
そ
の
支
持
を

獲
得
し
つ
つ
存
続
し
て
い
く
。
だ
が
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
は

秘
密
宗
教
結
社
を
意
味
す
る
「
会
道
門
」
や
「
封
建
迷
信
」
活
動
と
い
う
レ
ッ
テ

ル
を
貼
ら
れ
、
活
動
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
改
革
開
放
政
策
が
打

ち
出
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
、一
部
の
経
堂
が
活
動
を
復
興
し
、現
在
に
至
っ

て
い
る
。

鑑
江
流
域
の
経
堂
は
、
村
や
鎮
と
い
っ
た
基
層
社
会
に
生
き
る
庶
民
の
宗
教

生
活
の
一
部
と
し
て
、
今
日
ま
で
存
続
し
て
き
た
。
次
節
で
は
、
鑑
江
流
域
の

経
堂
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
き
た
信
仰
や
儀
礼
の
諸
相
を
、
二
つ
の
異
な
る
信

仰
系
統 

︱ 

関
帝
信
仰
を
中
心
と
し
た
経
堂
と
玉
皇
宮
主
信
仰
を
中
心
と
し
た
経

堂 

︱ 

か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二
．
鑑
江
中
上
流
域
の
関
帝
信
仰
を
中
心
と
す
る
経
堂

（
一
）
概
況

後
掲
の
表
の
①
か
ら
⑨
に
示
し
た
よ
う
に
、
鑑
江
中
上
流
域
の
高
州
市
北
部
と

信
宜
市
に
は
、
関
帝
を
主
神
と
し
た
武
廟
に
本
拠
を
置
く
経
堂
が
多
い
。
筆
者
が

調
査
し
た
限
り
で
は
、
最
も
古
い
経
堂
は
表
①
信
宜
市
北
界
鎮
双
寿
村
三
叉
塘
の

武
廟
（
関
帝
廟
）
を
拠
点
と
す
る
も
の
で
、
碑
文
に
よ
れ
ば
道
光
年
間
に
建
て
ら

れ
た
と
さ
れ
る
。
現
在
の
活
動
状
況
は
不
明
だ
が
、
筆
者
が
訪
れ
た
二
〇
一
九
年

一
二
月
に
は
、
廟
の
管
理
人
と
し
て
二
人
の
男
性
が
お
り
、
廟
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
経
典
類
を
見
せ
て
く
れ
た
。

こ
の
三
叉
塘
の
武
廟
で
は
か
つ
て
扶
鸞
儀
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
、
関
帝
が
降
り

て
開
示
す
る
薬
方
は
霊
験
あ
ら
た
か
と
し
て
評
判
だ
っ
た
ら
し
く
、
県
外
か
ら
も

信
者
が
訪
ね
て
く
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
三
叉
塘
か
ら
約
三
〇
キ
ロ
離
れ
た
高
州
市

北
部
東
岸
鎮
の
二
つ
の
経
堂
が
、
こ
の
三
叉
塘
の
武
廟
か
ら
の
分
香
（
香
灰
を
も

ら
い
受
け
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
話
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
表
⑤
の
善
慶
経
堂
は
、
東
岸
鎮
石
頭
嘴
村
帯
禄
の
武
廟
に
拠

点
を
置
く
経
堂
で
あ
る
。
主
祭
壇
に
は
関
帝
が
祀
ら
れ
、
そ
の
左
に
あ
る
祭
壇
に

は
八
仙
、
右
に
あ
る
祭
壇
に
は
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
書
か
れ

197196

志
　
賀
　
市
　
子

四



た
碑
刻
の
内
容
と
現
在
廟
の
管
理
人
を
務
め
て
い
る
Ａ
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

8ー
に

よ
れ
ば
、
善
慶
経
堂
の
歴
史
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
九

年
、
こ
の
地
域
に
疫
病
が
流
行
し
た
際
、
関
帝
が
信
宜
県
三
叉
塘
の
武
廟
に
降
臨

し
、
疫
病
に
効
果
の
あ
る
薬
方
を
伝
え
た
。
そ
の
噂
を
伝
え
聞
い
た
東
岸
鎮
の
三

人 

︱ 

商
人
の
何
泰
文
、
私
塾
教
師
の
陳
鑑
之
、
中
医
師
の
呉
寿
頤 

︱ 

は
、
薬
方

を
求
め
て
三
叉
塘
の
武
廟
に
赴
い
た
。
そ
の
後
一
九
二
一
年
に
新
し
い
廟
を
建
立

す
る
に
あ
た
り
、
三
叉
塘
の
武
廟
か
ら
関
帝
の
香
灰
を
も
ら
い
受
け
た
。

善
慶
経
堂
で
は
、
中
医
師
の
呉
寿
頤
が
扶
乩
の
乩
手
を
務
め
、
扶
乩
を
介
し
て

薬
の
処
方
を
行
っ
た
。
経
堂
が
本
拠
を
置
く
関
帝
廟
は
一
九
四
一
年
に
現
在
の
場

所
に
移
転
し
、「
武
廟
」
と
改
称
し
た
。
信
者
の
数
も
増
加
し
、
一
時
は
活
況
を

呈
し
た
が
、
一
九
四
九
年
の
解
放
以
降
、
経
堂
を
と
り
ま
く
状
況
は
一
変
し
た
。

一
九
五
七
年
に
廟
の
建
物
と
神
像
は
す
べ
て
取
り
壊
さ
れ
、
活
動
の
停
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
改
革
開
放
以
降
徐
々
に
活
動
を
再
開
し
、
一
九
九
三
年
に
廟
宇
の

再
建
を
開
始
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
よ
う
や
く
廟
宇
が
完
成
し
、
広
西
か
ら
招
い

た
道
士
た
ち
に
よ
っ
て
竣
工
を
祝
う
醮
の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
現
在
で
は
信
者
の

高
齢
化
が
進
み
、
扶
鸞
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
続
け
ら

れ
て
い
る
の
は
、
毎
月
旧
暦
の
一
日
、
十
五
日
と
関
聖
帝
君
の
神
誕
に
経
生
が
集

ま
っ
て
経
典
を
誦
唱
す
る
こ
と
だ
け
だ
と
い
う
。

善
慶
経
堂
は
、
信
者
が
書
写
し
て
製
本
し
た
経
典
を
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
鑑
江
流
域
に
広
く
流
通
し
て
い
る﹃
関
帝
明
聖
経
﹄、﹃
関
聖
帝
君
救
劫
真
経
﹄、

﹃
八
仙
真
経
﹄、﹃
文
武
葆
生
永
命
経
﹄
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
Ａ
氏
に
よ
れ
ば
、

善
慶
経
堂
の
経
典
は
す
べ
て
、
信
宜
の
三
叉
塘
の
武
廟
の
経
典
を
書
写
し
た
も
の

だ
と
い
う
。

表
⑥
の
東
岸
鎮
旺
村
坡
村
の
関
帝
廟
を
拠
点
と
す
る
明
聖
経
堂
も
、
解
放
前
に

信
宜
三
叉
塘
の
武
廟
か
ら
の
分
香
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
一
九
五
三
年
頃
人
民
公

社
化
が
進
め
ら
れ
て
か
ら
、
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

9

っ
た
。
一
九
九
七

年
に
「
降
生
」
に
神
々
が
降
り
、
そ
の
乩
示
を
き
っ
か
け
と
し
て
経
堂
の
活
動
が

再
開
さ
れ
、
一
九
九
九
年
に
廟
が
復
興
し
た
。
も
と
も
と
主
祭
壇
に
は
関
帝
、
五

仙
、
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
新
し
い
廟
に
な
っ
て
か
ら
、
関
帝
を
中
心
と
し

て
右
手
に
太
上
老
君
、
左
手
に
北
帝
を
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
を
祀
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
三
年
に
降
臨
し
、
普
通
話
で
の
降
示
が
あ
っ
て
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
他
、
当
該
経
堂
で
は
玉
仙
大
帝
と
い
う
神
を
祀
っ
て
お
り
、
筆
者
が

玉
皇
大
帝
の
こ
と
か
と
尋
ね
た
が
、は
っ
き
り
と
し
た
答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

玉
仙
大
帝
は
三
叉
塘
の
武
廟
で
祀
っ
て
い
た
も
の
を
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
招
請

し
、
こ
こ
に
祀
っ
た
の
だ
と
い
う
。

改
革
開
放
以
降
に
新
し
く
設
立
さ
れ
た
経
堂
も
あ
る
。
④
の
曹
江
鎮
南
山
村
の

忠
善
経
堂
は
、
一
九
八
〇
年
以
降
、
近
隣
の
村
民
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
冼
太
廟

に
設
立
さ
れ
た
。
②
の
曹
江
鎮
周
享
村
の
敬
修
経
堂
の
経
師
を
招
い
て
経
の
読
み

方
を
練
習
し
た
。
経
生
に
は
女
性
が
多
い
。

（
二
）
敬
修
経
堂
の
儀
礼

鑑
江
中
上
流
域
の
一
部
の
経
堂
で
は
、
儀
礼
の
手
順
や
儀
礼
に
使
う
文
書
類
を

ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
、
す
な
わ
ち
科
儀
書
の
性
格
を
持
っ
た
経
書
を
多
数
所

蔵
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
表
②
の
敬
修
経
堂
が
所
蔵
す
る
経
書
の
内
容
か
ら
、

経
堂
の
儀
礼
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

敬
修
経
堂
は
高
州
市
曹
江
鎮
周
享
村
の
武
廟
を
拠
点
と
す
る
経
堂
で
あ
る
。
正

殿
の
主
祭
壇
に
は
関
帝
と
そ
の
陪
神
で
あ
る
関
平
と
周
倉
が
祀
ら
れ
、
そ
の
上
方

に
は
「
承
儒
斎
」（
儒
教
を
承
け
継
ぐ
斎
（
堂
））
と
書
か
れ
た
扁
額
が
掛
か
っ
て

い
る
。
後
述
す
る
儀
礼
文
書
に
も
「
儒
壇
」
と
い
う
言
葉
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る

こ
と
か
ら
も
、
敬
修
経
堂
が
儒
教
を
標
榜
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

正
面
に
向
か
っ
て
右
手
の
祭
壇
に
は
「
監
壇
顕
佑
王
天
君
之
神
位
」
と
刻
ま
れ

た
石
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
位
牌
の
上
方
に
は
「
普
齢
軒
」
と
い
う
三
つ
の
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文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。「
普
齢
軒
」
と
は
屋
号
の
よ
う
な
も
の
ら
し
い
。
敬
修

経
堂
の
創
立
者
周
天
健
（
一
八
四
八
年
生
ま

10れ
）
は
曹
江
鎮
の
大
地
主
の
家
の
出

身
で
、
科
挙
を
受
験
す
る
た
め
に
広
州
に
行
き
、
そ
こ
で
広
州
の
敬

11

修
堂
の
信
徒

と
知
り
合
い
、
経
典
の
唱
え
方
を
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

敬
修
堂
は
広
州
と
恵
州
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
鎮
齢
軒
」、「
惠
齢
軒
」
と
い
う
屋

号
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
高
州
の
敬
修
経
堂
に
は
「
普
齢
軒
」
と
い
う
屋
号

が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。

壁
に
掲
げ
ら
れ
た
碑
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
に
初
め
て
神
霊
の
顕
赫
（
こ

の
世
に
現
れ
る
こ
と
）
が
あ
っ
た
の
は
ペ
ス
ト
が
大
流
行
し
た
光
緒
辛
卯
年

（
一
八
九
一
）年
の
こ
と
だ
っ
た
。
神
は
人
々
の
求
め
に
す
ぐ
さ
ま
応
じ
、
降
さ
れ

た
書
文
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
時
疫
が
流
行
す
る
た
び

に
良
方
を
降
し
て
多
く
の
人
々
の
病
を
治
し
、
民
国
一
三
年（
一
九
二
四
）に
は
関

帝
を
主
神
と
し
て
祀
る
本
堂
が
建
設
さ
れ
た
。

民
国
期
に
は
、
周
天
健
の
息
子
で
曹
江
鎮
の
委
員
も
務
め
た
こ
と
の
あ
る
道
煊

（
一
八
七
九
年
生
ま
れ
）
が
中
心
と
な
っ
て
経
堂
を
運
営
し
た
。
地
域
エ
リ
ー
ト

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
敬
修
経
堂
は
、
当
時
の
政
府
と
良
好
な
関
係
を
保
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
碑
文
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
広
東
軍
閥
の
指
導

者
陳
済
棠
（
一
八
九
〇 

︱ 

一
九
五
四
）、
省
議
会
議
長
の
林
国
佩
、
漢
学
者
の
滕

雲
山
を
含
む
政
府
関
係
者
が
視
察
に
訪
れ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
一
九
四
九
年
の
解
放
以
降
、
共
産
党
政
府
は
宗
教
活
動
に
対
す
る
取

り
締
ま
り
を
強
化
し
、
敬
修
経
堂
の
活
動
は
禁
止
さ
れ
た
。
文
化
大
革
命
の
時
期

に
は
廟
の
建
物
や
神
像
が
す
べ
て
取
り
壊
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
改

革
開
放
政
策
が
始
ま
る
と
、
経
堂
は
徐
々
に
活
動
を
再
開
し
た
。
そ
の
後
ま
も
な

く
村
社
の
住
民
か
ら
一
人
三
〇
元
を
集
め
て
廟
の
再
建
に
着
手
し
、
一
九
八
八
年

に
完
成
し
た
。

敬
修
経
堂
は
、﹃
関
帝
救
劫
宝
懺
﹄、﹃
明
聖
経
﹄、﹃
玉
皇
真
経
﹄
な
ど
、
多
く

の
経
典
や
善
書
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
清
末
か
ら
民
国

期
に
か
け
て
編
集
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
科
儀
書
の
木
版
本
や
手
抄
本
を
所
蔵
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
筆
者
が
目
に
し
た
だ
け
で
少
な
く
と
も
七
巻
あ
り
、
様
々
な
目

的
で
行
わ
れ
る
儀
礼
の
規
則
や
、
神
に
提
出
す
る
儀
礼
文
書
（
表
文
、
疏
文
、
榜

文
な
ど
）、
儀
礼
に
使
用
す
る
符
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
書
名
に

「
儒
教
」
の
文
字
が
冠
さ
れ
て
い
る
が
、
文
体
や
様
式
は
道
教
の
文
書
に
似
て
い

る
。
科
儀
書
を
所
有
し
て
い
る
廟
の
管
理
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
す
べ

て
、
広
州
の
敬
修
堂
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
高
州
の
敬
修
経
堂

に
お
い
て
、
扶
鸞
を
介
し
た
神
々
の
降
筆
に
よ
っ
て
独
自
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
科
儀
書
す
べ
て
を
こ
こ
で
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
筆
者

の
手
に
余
る
の
で
、
本
稿
で
は
以
下
の
三
冊
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
、
い
く
つ

か
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
﹃
新
刻
儒
教
科
集
卷
二
﹄
木
版
本
。
赤
い
紙
の
表
紙
は
後
か
ら
付
け
た
も
の
で
、

中
央
に
手
書
き
で
「
敬
修
経
堂
、
第
二
本
」
と
簡
体
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
表
紙

を
開
け
る
と
、
本
文
の
一
頁
め
の
冒
頭
に
「
新
刻
儒
教
科
集
卷
二
」、
そ
の
下
に

「
三
教
群
真
降
茂
北
敬
修
堂
編
輯
」
と
あ
る
。
前
半
の
八
頁
に
わ
た
る
「
章
程
」
は
、

儀
礼
を
行
う
際
の
祭
場
の
し
つ
ら
え
、
神
々
と
祭
具
の
配
置
、
焚
化
す
べ
き
儀
礼

文
書
、
唱
え
る
べ
き
経
典
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。

章
程
の
後
に
は
、
こ
の
儀
礼
で
使
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
咒
符
、
文
書
類
が
続

く
。
た
と
え
ば
「
浄
天
地
咒
」、「
金
光
咒
」
な
ど
の
咒
文
、「
進
表
偈
」、「
預
告
偈
」

な
ど
の
偈
文
、そ
し
て
儀
礼
の
目
的
な
ど
を
記
し
た
「
建
醮
榜
文
」、「
修
薦
榜
文
」、

「
啓
壇
疏
」、「
聖
帝
表
」、「
鄷
都
表
」、「
土
地
牒
」、
各
神
々
の
符
式
な
ど
で
あ
る
。

榜
文
や
表
文
の
最
後
に
い
ず
れ
も「
光
緒
某
年
月
日
具（
表
／
牒
／
疏
）上
進（
啓
）」

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
の
製
作
年
は
光
緒
年
間
と
推
定
さ
れ

る
。章

程
に
は
と
く
に
特
定
の
儀
礼
の
名
称
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
に
出
て

195194

志
　
賀
　
市
　
子

六



く
る
二
種
類
の
榜
文
（
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
間
貼
り
出
さ
れ
る
儀
礼
の
主
催
者

や
目
的
な
ど
を
記
し
た
公
告
）、
す
な
わ
ち
「
建
醮
榜
文
」
と
「
修
薦
榜
文
」
の

内
容
か
ら
、「
儒
壇
啓
建
弭
災
植
福
平
安
経
醮
」
と
「
儒
壇
修
薦
超
度
」
の
や
り

方
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
弭
災
植
福
」
を
祈

願
す
る
「
醮
」
と
死
者
を
「
修
薦
超
度
」（
供
養
）
す
る
「
斎
」
と
い
う
、
道
教
儀

礼
の
基
本
と
さ
れ
る
「
斎
醮
」
の
儀
礼
の
手
順
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

章
程
は
「
一
凡
～
」（
一
つ
凡
そ
～
す
る
と
き
は
）
と
い
う
文
言
か
ら
始
ま
る

一
四
の
段
落
か
ら
成
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、「
一
つ
凡
そ
壇
場
に
旛
を
立
て
る
と
き
は
」、

「
一
つ
凡
そ
啓
壇
発
書
を
行
う
と
き
は
」、「
一
つ
凡
そ
聖
経
を
読
誦
す
る
と
き
は
」

と
い
う
よ
う
に
、
祭
場
を
設
立
し
、
儀
礼
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
細
か
い
手
順
が

書
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
一
つ
凡
そ
啓
壇
発
書
を
行
う
と
き
は
」
の
場
合
は
、

「
文
武
呂
三
帝
、
老
君
、
仏
祖
、
七
大
仙
、
鄷
都
大
帝
、
十
王
、
並
び
に
陽
境
諸

神
各
疏
一
通
を
用
意
し
、
す
べ
て
壇
口
に
置
く
こ
と
」
と
い
っ
た
指
示
が
続
く
。

一
三
番
目
の
項
目
の
後
ろ
に
は
、
神
位
の
配
置
や
方
角
が
図
示
さ
れ
た
祭
場
の
図

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
一
凡
延
増
於
経
懺
」（
一
つ
凡
そ
経
懺
を
読
誦
す
る
と
き
は
）
で
始
ま
る
項
目

に
は
、
敬
修
経
堂
の
祀
る
神
々
の
体
系
に
お
け
る
序
列
が
示
さ
れ
て
い
る
。
図
と

併
せ
て
み
る
と
、
真
ん
中
の
壇
は
三
つ
の
等
級
に
分
か
れ
て
お
り
、
一
番
上
級
に

は
「
玉
皇
、
左
孔
子
、
右
老
君
」
を
配
置
し
、
中
級
位
に
は
「
文
帝
、
武
帝
、
呂

帝
」
を
配
置
す
る
。
す
な
わ
ち
、
玉
皇
を
中
心
に
儒
教
の
教
主
で
あ
る
孔
子
と
道

教
の
教
主
で
あ
る
太
上
老
君
を
最
上
位
に
置
き
、
そ
の
下
を
文
帝
（
文
昌
帝
君
）、

武
帝
（
関
聖
帝
君
）、
呂
帝
（
呂
祖
）
と
い
う
、
飛
鸞
救
劫
に
尽
く
す
三
聖
が
支

え
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
聖
の
間
に
上
下
関
係

は
見
ら
れ
な
い
が
、
後
に
出
て
く
る
儀
礼
文
書
で
は
、
三
聖
の
う
ち
武
帝
（
関
聖

帝
君
）
の
み
が
「
聖
帝
」
と
呼
ば
れ
、
玉
皇
と
と
も
に
、
表
文
を
上
奏
す
る
最
も

高
位
の
神
格
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

祭
場
の
設
置
手
順
の
中
に
は
、
意
味
が
不
明
の
部
分
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
一

凡
設
沙
」
と
い
う
文
言
で
始
ま
る
項
目
で
は
、「
沙
壇
」
と
い
う
祭
場
を
設
置
す

る
手
順
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
砂
を
盛
っ
て
そ
の
中
に
銅
銭
を
埋
め
、
盆
で
覆
っ

て
そ
の
上
に
饅
頭
を
置
い
た
り
、「
明
燈
」（
ラ
ン
タ
ン
の
よ
う
な
も
の
？
）
を
そ

ば
に
置
い
た
り
す
る
。
ま
た
磚
紋
紙
（
れ
ん
が
文
様
の
紙
？
）
で
「
沙
城
」（
砂

の
城
）
を
作
る
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
沙
壇
の
し
つ
ら
え
は
、
広
東
や
香
港
の
広

府
系
道
士
が
よ
く
行
う
「
破
地
獄
」
と
い
う
道
教
儀
礼
で
、
地
獄
の
九
つ
の
門
を

表
わ
す
た
め
に
、
砂
を
盛
っ
て
そ
の
上
に
瓦
を
置
い
た
り
、
コ
イ
ン
を
置
い
た
り

す
る
様
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
沙
壇
で
は
、「
主
沙
者
」
が
讃
文
を
読
ん
で
、
神
々

を
呼
び
寄
せ
る
、
い
わ
ば
道
士
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、「
鄷
都
讃
と

無
常
讃
を
讃
し
、
降
臨
を
請
い
、
台
の
上
に
登
っ
て
固
定
さ
せ
」
た
り
、「
そ
の

後
台
を
降
り
て
、
冥
獄
を
遍
く
遊
歴
し
、
亡
魂
に
説
い
て
き
か
せ
」
た
り
す
る
。

地
獄
に
行
っ
て
亡
魂
に
説
く
と
い
う
の
は
、
儀
礼
的
に
そ
の
よ
う
な
動
作
を
行
う

だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
瞑
想
や
ト
ラ
ン
ス
状
態
で
自
分
の
魂
を
地
獄
に
送
り
、

亡
魂
と
接
触
す
る
の
か
は
テ
キ
ス
ト
か
ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
も
し
儀
礼
に

お
い
て
瞑
想
や
ト
ラ
ン
ス
状
態
で
自
分
の
魂
を
地
獄
に
送
り
込
む
の
で
あ
れ
ば
、

主
沙
者
は
こ
の
地
域
で
い
う
「
降
生
」
す
な
わ
ち
一
種
の
シ
ャ
ー
マ
ン
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

本
書
で
は
、「
鎮
煞
咒　

呂
帝
降
」
や
「
更
衣
偈　

曹
仙
降
」、
あ
る
い
は
「
沙

場
符　

藍
仙
降
」
の
よ
う
に
、
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
文
書
や
符
を
、
神
仙
が
扶
乩

を
介
し
て
降
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
扶
鸞
儀
礼
を
介
し

て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
同
時
に
、
符
の
一
部
に
「
正
一
教
」
と

い
う
文
言
が
あ
る
な
ど
、
本
書
の
儀
礼
知
識
の
多
く
が
、
祭
祀
職
能
者
と
し
て
の

道
士
の
専
門
的
な
儀
礼
知
識
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
科
儀
書
の
編
纂
に
は
、
道
教
儀
礼
に
精
通
し
た
道
士
な
ど
の
宗
教
者
が
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
当
該
地
域
の
正
一
教
道
士
の
儀
礼
と
比
較
検
討
で
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き
れ
ば
、
儒
壇
を
自
認
す
る
敬
修
経
堂
の
儀
礼
を
理
解
す
る
上
で
一
つ
の
大
き
な

手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

②
﹃
儒
教
表
疏
科
集
﹄
手
抄
本
。
表
紙
に
は
手
書
き
で
「
光
緒
戊
戌
年
降
筆　

茂

北
敬
修
経
堂
録　

儒
教
表
疏
科
集
」
と
墨
書
き
さ
れ
、
青
い
ペ
ン
で
小
さ
く
「
聖

神
外
内
函
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
儀
礼
で
焚
化
さ
れ
る
文
書
の
封
筒
に

書
か
れ
る
神
々
の
正
式
名
称
、
神
誕
、
死
者
供
養
、
建
醮
な
ど
の
儀
礼
で
使
用
す

る
対
聯
、
榜
文
、
疏
文
、
表
文
、
祝
文
な
ど
の
文
書
集
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
文

書
で
は
、
発
出
者
が
「
西
天
教
授
敬
修
経
堂
弟
子
」
と
名
乗
り
、
宛
先
を
「
中
皇

大
帝
関
聖
帝
殿
下
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
文
書
に
多
用
さ
れ
る
「
中
皇
大
帝
承
儒

教
主
」、「
仗
儒
修
建
醮
功
」、「
仗
儒
修
建
斎
功
」
な
ど
の
文
言
か
ら
、
敬
修
経
堂

の
儀
礼
が
、
中
皇
大
帝
で
あ
る
関
帝
を
教
主
と
し
、
儒
教
の
力
を
借
り
て
醮
功
、

斎
功
を
建
て
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。  

③
﹃
儒
教
月
表
科
﹄
手
抄
本
。
中
表
紙
に
墨
書
き
で
「
儒
教
月
表
科
」
と
の
み
書

か
れ
て
い
る
。
②
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
本
書
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
に
使
わ
れ

る
封
筒
の
宛
名
や
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
②
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
重

複
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
何
種
類
も
の
「
求
雨
表
」
と
「
祈
雨
表
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、い
く
つ
か
の
表
文
に
お
い
て
、

「
伏
惟
」
の
後
に
関
聖
帝
君
を
真
ん
中
に
、
右
側
に
梓
橦
帝
君
（
文
昌
帝
君
）、
左

に
孚
佑
帝
君
の
三
聖
を
並
べ
て
記
す
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
祈

保
表　

本
堂
用
」
と
題
さ
れ
た
表
文
に
は
、
三
聖
の
名
前
の
下
に
「
殿
下
」、
そ

の
後
「
職
司
三
界
、
鑑
臨
十
方
、
到
処
飛
鸞
、
何
患
苦
海
無
楫
？
」（
三
殿
下
が

三
界
を
支
配
し
、
十
方
を
統
括
し
、
到
処
に
飛
鸞
す
れ
ば
、
苦
難
の
海
に
棹
無
く

漂
っ
て
い
よ
う
と
も
何
を
恐
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
か)

と
い
う
文
言
が
続
く
。
ま

た
他
の
表
文
に
「
三
期
普
度
」
と
い
っ
た
言
葉
が
何
度
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
清
末
に
流
行
し
た
関
帝
、
文
昌
帝
君
、
呂
祖
の
三
聖
に
よ
る
飛
鸞
救
劫
の

モ
チ
ー
フ
を
随
所
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
三
点
の
科
儀
書
で
は
い
ず
れ
も
、
関
帝
の
称
号
と
し
て
「
中
皇
大
帝
」
が

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
中
皇
大
帝
承
儒
教
主
」
と
い
う
称
号
も
確

認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
敬
修
経
堂
が
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
西
南

地
域
を
中
心
に
広
が
っ
た
「
儒
壇
」（
儒
教
を
標
榜
す
る
扶
鸞
結
社
）
の
影
響
を
、

何
ら
か
の
形
で
受
け
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

儒
壇
と
は
、
四
川
東
部
の
乩
壇
「
紫
霞
壇
」
を
始
め
と
し
て
、
道
光
庚
子
を
始

ま
り
と
す
る
扶
鸞
救
劫
運
動
の
発
祥
地
と
な
っ
た
定
遠
県
龍
女
寺
の
流
れ
を
汲

み
、
西
南
地
域
を
中
心
に
拡
が
っ
た
乩
壇
、
鸞
堂
の
系
統
で
あ
る
。
儒
教
を
自
認

し
、関
帝
を
主
神
と
し
て
祀
り
、醮
や
斎
の
儀
礼
を
司
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
［
朱

明
川 

二
〇
一
九
：
一
三
六 

︱ 

一
三

12八
］。
こ
の
龍
女
寺
系
統
の
儒
壇
か
ら
は
、「
関

帝
が
玉
皇
大
帝
の
地
位
を
継
承
し
、「
中
皇
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
」
と
い
う

伝
説
が
生
ま
れ
、
光
緒
末
年
か
ら
宣
統
初
年
頃
に
は
湖
南
、
湖
北
、
広
東
、
浙
江
、

上
海
、
台
湾
な
ど
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
［
王
見
川 

二
〇
〇
八
：
四
一
九 

︱ 

四
二
〇
、二
〇
一
二
：
一
二
］。
そ
う
し
た
動
向
が
高
州

の
敬
修
経
堂
に
も
伝
わ
り
、
取
り
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

敬
修
経
堂
の
科
儀
書
に
記
さ
れ
た
儀
礼
文
書
の
類
は
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
知
識
は
科
儀
書
を
所
有
し
て
い
る
廟
の
管
理
人
に
も
ほ
と
ん

ど
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
儀
礼
を
司
っ
て
い
た
経
師
が
他

の
経
堂
の
メ
ン
バ
ー
に
儀
礼
の
や
り
方
や
誦
経
の
や
り
方
を
指
導
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
近
年
は
、
そ
う
し
た
経
生
た
ち
は
高
齢
の
た
め
、
行
事

に
参
加
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
で
は
、
節
日
や
神
誕
に
経
典
を
唱
え

る
以
外
、
大
き
な
儀
礼
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

三
．
鑑
江
中
下
流
域
の
玉
皇
宮
主
信
仰
を
中
心
と
す
る
経
堂

（
一
）
香
港
従
善
堂
と
そ
の
源
流

本
節
で
は
鑑
江
中
下
流
域
、
す
な
わ
ち
高
州
市
南
部
や
呉
川
市
に
点
在
す
る
経
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堂
の
信
仰
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
い
。こ
の
地
域
の
経
堂
は
、そ
の
宗
教
性
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
い
う
点
で
、
中
上
流
域
の
関
帝
を
主
神
と
す
る
経
堂
と
は
や
や
性
格
を

異
に
し
て
い
る
。
最
も
特
徴
的
な
の
が
、「
玉
皇
宮
主
」
と
い
う
あ
ま
り
聞
き
な

れ
な
い
名
前
を
持
つ
女
神
の
信
仰
を
中
心
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
玉
皇
宮
主
」

と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
神
な
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
問
題
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、

本
節
で
は
ま
ず
、香
港
の
「
従
善
堂
」
と
い
う
道
堂
の
歴
史
か
ら
話
を
始
め
た
い
。

光
緒
二
二
年（
一
八
九
六
）、
香
港
湾
仔
に
創
立
さ
れ
た
従
善
堂
は
、
香
港
で
最

初
の
善
書
流
通
処
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
善
書
経
巻
を
刊
印
頒
布
し
て
き
た
道

堂
で
あ
る
。
游
子
安
に
よ
れ
ば
、
従
善
堂
は
呉
川
県
梅
菉
墟
の
善
士
及
び
宝
安
県

の
同
郷
組
織
「
五
福
堂
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
従
善
堂
の
頒
布

し
た
善
書
経
巻
の
多
く
は
光
緒
年
間
に
広
東
各
地
で
降
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
中
で

も
先
述
し
た
﹃
文
武
葆
生
永
命
経
﹄
も
含
め
、
茂
名
、
呉
川
な
ど
で
降
筆
さ
れ
た

も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
る
［
游
子
安
二
〇
〇
五
：
二
七
六 

︱ 

二
八
五
］。

従
善
堂
の
弟
子
で
あ
っ
た
黄
広
攀
は
、
一
九
三
五
年
に
執
筆
し
た
回
顧
録
の
中

で
、
従
善
堂
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
道
光
庚
子
年
よ

り
百
年
の
時
限
で
始
ま
っ
た
三
期
普
度
、す
な
わ
ち
﹃
特
別
普
及
救
済
運
動
﹄
は
、

も
と
も
と
は
四
川
省
や
広
東
省
の
梅
菉
な
ど
で
始
ま
っ
た
。
…
桃
筆
と
沙
箋
（
桃

の
木
の
筆
と
砂
の
紙
）
を
用
い
、
陰
陽
果
報
、
善
悪
禍
福
の
理
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
、
同
時
に
経
典
や
道
徳
的
な
教
え
を
（
扶
鸞
を
介
し
て
）
宣
化
し
た
。
…

我
が
従
善
堂
は
五
十
六
年
後
の
光
緒
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
当
初
は
梅
菉
の
紳

士
た
ち
が
香
港
に
行
っ
て
道
を
説
い
た
。
…13

」。

こ
こ
で
言
う
「
三
期
普
度
」
な
い
し
「
特
別
普
及
救
済
運
動
」
が
、
道
光
庚
子

年
に
始
ま
る
扶
鸞
救
劫
運
動
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
も
と
も
と
こ
の

運
動
は
四
川
及
び
粤
の
梅
菉
等
で
始
ま
っ
た
」
と
い
う
一
節
か
ら
は
、
先
述
し
た

﹃
梅
菉
賦
志
﹄
の
記
事
の
、
梅
菉
の
武
廟
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
善
書
局
が
想
起

さ
れ
る
。
光
緒
一
三
年（
一
八
八
七
）に
設
立
さ
れ
た
善
書
局
は
﹃
明
聖
経
﹄
を
朗

誦
し
、
そ
の
後
、
光
緒
一
六
年（
一
八
九
〇
）に
長
岐
鎮
藍
渓
村
に
移
転
し
て
設
立

さ
れ
た
三
聖
宮
に
は
、
文
帝
、
関
帝
、
呂
祖
を
祀
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
扶
鸞
救

劫
運
動
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ

14る
。
梅
菉
の
善
書
局
と
藍

渓
の
三
聖
宮
が
従
善
堂
の
祖
堂
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
確
証
は
な
い
が
、
従
善
堂

を
創
立
し
た
梅
菉
の
善
士
が
、
こ
れ
ら
の
組
織
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
可
能
性
は
高
い
。
と
い
う
の
は
、
従
善
堂
が
堂
内
に
祀
る
神
々
の
体
系
は
、
藍

渓
三
聖
宮
と
そ
の
後
身
の
廟
堂
が
祀
っ
て
き
た
神
々
の
体
系
と
酷
似
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

香
港
従
善
堂
で
は
、七
人
の
神
仙
「
玉
皇
、玉
皇
宮
主
、玉
皇
太
子
、文
帝
、関
帝
、

呂
祖
、蒼
穹
帝

15君
」
の
名
前
を
記
し
た
神
牌
を
現
在
も
安
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

光
緒
二
四
年
従
善
堂
再
刻
版
﹃
玉
皇
救
劫
真
経
﹄
の
識
語
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
七

人
の
神
仙
名
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
従
善
堂
が
一
八
九
六
年
に
香
港
に
創
立
し

た
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。こ
の
神
々
の
組
み
合
わ
せ
は
、

香
港
の
他
の
道
堂
に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
玉
皇
宮
主
と

玉
皇
太
子
と
い
う
名
前
を
持
つ
神
仙
を
祀
っ
て
い
る
堂
や
廟
は
、
従
善
堂
以
外
香

港
に
は
存
在
し
な
い
。
で
は
玉
皇
と
三
聖
に
玉
皇
宮
主
や
玉
皇
太
子
を
含
め
た
こ

の
従
善
堂
の
神
々
の
体
系
は
ど
こ
で
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
玉
皇
宮
主
や
玉

皇
太
子
の
ル
ー
ツ
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

香
港
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
る
こ
と
の
な
い
玉
皇
宮
主
、
玉
皇
太
子
だ
が
、
呉

川
市
や
高
州
市
南
部
で
は
、
廟
堂
に
安
置
さ
れ
る
神
像
や
経
典
に
列
挙
さ
れ
る
神

名
と
い
う
形
で
と
き
ど
き
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。と
く
に
玉
皇
宮
主
の
信
仰
は
、

後
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
女
性
を
中
心
に
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
。
だ
が
玉
皇

宮
主
像
は
、
冼
夫
人
像
や
天
后
像
な
ど
と
異
な
り
、
一
般
の
地
域
の
廟
に
祀
ら
れ

て
い
る
例
を
ほ
と
ん
ど
見
な
い
。
玉
皇
宮
主
像
は
、
宗
教
結
社
的
性
格
を
持
つ
経

堂
に
し
か
祀
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
経
堂
は
歴
史
的
に
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
藍
渓
三
聖
宮
で
あ
る
。
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（
二
）
藍
渓
三
聖
宮
か
ら
道
教
聖
賢
宮
へ

化
州
市
と
呉
川
市
の
接
す
る
境
界
領
域
に
位
置
す
る
長
歧
鎮
の
藍
渓
村
に
は
、

現
在
「
聖
賢
宮
」
と
称
す
る
道
観
が
あ
る
。
正
式
名
称
を
「
道
教
聖
賢
宮
」
と
い

い
、
市
の
宗
教
局
に
「
宗
教
活
動
場
所
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、
湛
江
市
道
教
協
会

の
呉
川
弁
事
処
を
置
い
て
い
る
。

聖
賢
宮
は
二
階
建
て
の
建
物
で
、
一
階
正
面
に
三
清
、
左
側
に
文
昌
、
関
帝
、

孔
子
、
北
帝
を
祀
り
、
右
側
に
は
岳
飛
、
康
皇
、
華
光
大
帝
を
祀
っ
て
い
る
。
二

階
中
央
に
は
玉
皇
宮
主
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
左
側
に
三
母
、
す
な
わ
ち
地
母
、

瑤
池
金
母
、
観
音
が
、
右
側
に
八
仙
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

聖
賢
宮
は
ま
た
の
名
を
「
藍
溪
三
聖
廟
」
と
い
う
。
聖
賢
宮
の
歴
史
に
関
す
る

記
録
と
し
て
、
一
般
参
詣
者
に
配
布
し
て
い
る
小
冊
子
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
簡
介

と
一
九
九
五
年
に
書
か
れ
た
「
復
建
三
聖
古
廟
序
」
と
い
う
碑
文
が
あ

16る
。
こ
の

二
つ
の
資
料
か
ら
、
一
八
九
一
年
に
藍
渓
村
に
設
立
さ
れ
た
三
聖
宮
が
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
歴
史
を
た
ど
り
、
聖
賢
宮
が
な
ぜ
こ
の
地
に
創
建
さ
れ
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

資
料
に
よ
れ
ば
、
藍
渓
村
の
三
聖
宮
は
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
の
際
に
起
き

た
反
迷
信
運
動
に
よ
っ
て
取
り
壊
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
神
像
の
一
つ
が
川
に
流
さ

れ
た
。
そ
れ
を
人
々
が
拾
い
上
げ
、
梅
菉
の
水
口
渡
と
い
う
波
止
場
の
近
く
に
新

し
い
廟
を
建
て
て
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
廟
内
に
「
同
善
堂
」
と
い
う
善
堂
を
設
立

し
、
宣
講
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
一
九
四
九
年
以
降
、
同
善
堂
の
活
動
は
「
封

建
迷
信
」
と
見
な
さ
れ
、
活
動
を
禁
止
さ
れ
た
。
改
革
開
放
期
以
降
活
動
は
少
し

ず
つ
復
活
し
た
が
、ま
も
な
く
水
口
渡
に
橋
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

同
善
堂
が
本
拠
地
と
す
る
廟
は
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
善

堂
の
道
長
と
信
者
た
ち
は
、
新
た
に
廟
を
建
設
す
る
場
所
を
探
し
た
。

あ
る
日
、信
者
た
ち
は
呉
川
県
呉
陽
鎮
沙
角
旋
に
住
む
「
書
童
」（
シ
ャ
ー
マ
ン

1₇）

を
呼
び
、同
善
堂
の
「
沙
台
」（
扶
鸞
を
行
う
乩
壇
）
で
扶
乩
を
行
っ
た
。
シ
ャ
ー

マ
ン
は
字
を
識
ら
な
か
っ
た
が
、
玉
皇
宮
主
が
沙
台
に
降
り
、
乩
詩
を
降
示
し
た
。

そ
の
第
二
首
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
藍
溪
之
地
往
千
秋
、
旺
向
双
溪

水
合
流
、
諸
君
信
時
移
廟
建
、
有
求
皆
応
玉
仙
楼
」（
藍
渓
の
地
は
千
年
も
の
間
、

二
つ
の
流
れ
が
交
わ
る
場
所
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
廟
を
移
築
す
べ
き
時
と

信
じ
る
な
ら
、
あ
な
た
が
た
が
求
め
る
も
の
は
玉
仙
楼
に
お
い
て
す
べ
て
か
な
え

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
）。
こ
れ
を
読
ん
だ
道
長
と
信
者
た
ち
は
、藍
渓
村
に
あ
っ

た
古
廟
の
元
の
地
に
新
し
い
廟
を
建
て
る
こ
と
を
決
心
し
た
。

元
の
古
廟
は
す
で
に
取
り
壊
さ
れ
て
久
し
く
、
荒
地
と
化
し
た
土
地
の
ど
の
場

所
で
あ
っ
た
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
航
し
た
。
だ
が
信
者
た
ち
は
玉
皇
宮
主

の
顕
霊
に
よ
っ
て
古
廟
の
跡
地
を
探
し
出
し
、
そ
の
土
地
を
購
入
し
た
。
現
在
の

聖
賢
宮
は
、
地
元
の
人
々
と
政
府
と
の
協
議
を
経
て
、
民
間
の
寄
付
を
募
っ
て
再

建
さ
れ
た
。
本
堂
の
主
祭
壇
に
は
三
清
を
祀
り
、
道
教
宮
観
と
し
て
登
録
し
た
。

資
料
で
言
及
さ
れ
る
水
口
渡
の
廟
に
設
立
さ
れ
た
「
同
善
堂
」
と
は
、

一
九
五
〇
年
代
に
い
わ
ゆ
る
「
反
動
会
道
門
」
の
一
つ
と
し
て
弾
圧
さ
れ
た
同
善

堂
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。﹃
呉
川
県
志
﹄の
記
事
に
よ
れ
ば
、当
時
の
呉
川
に
は
、「
同

善
社
」、「
先
天
道
」、「
帰
根
道
」
な
ど
の
民
間
宗
教
教
派
に
属
す
る
会
堂
が
多
く

あ
っ
た
。
同
善
堂
は
そ
の
一
つ
で
、「
宮
皇
廟
」、「
太
和
洞
」、「
儒
壇
」
と
も
呼

ば
れ
、
国
民
党
の
官
僚
や
地
元
の
郷
紳
た
ち
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

組
織
は
も
と
も
と
長
歧
鎮
の
蘇

18村
を
発
祥
地
と
し
、
呉
川
梅
菉
の
水
口
渡
に
移
転

し
た
後
、
赤
坎
、
茂
名
に
ま
で
教
勢
を
広
げ
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に

か
け
て
三
〇
〇
〇
人
以
上
の
会
員
を
集
め
た
。
多
く
の
分
堂
組
織
を
持
ち
、
呉
陽

鎮
の
顕
赫
堂
と
聖
赫
堂
と
那
良
村
の
廟
堂
だ
け
で
も
二
二
三
人
の
会
員
を
擁
し
て

い
た
。
主
な
活
動
は
扶
乩
に
よ
っ
て
治
病
を
行
う
こ
と
で
、
辟
邪
の
儀
礼
を
行
っ

た
り
、
法
水
を
飲
ま
せ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ

19た
。

以
上
の
﹃
呉
川
県
志
﹄
の
記
事
で
は
、
同
善
堂
は
扶
乩
の
妖
言
で
民
衆
を
惑
わ

し
、
財
産
を
騙
し
取
り
、
女
性
を
か
ど
わ
か
す
、
悪
辣
な
「
地
方
性
封
建
迷
信
組

191190
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織
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
民
国
期
に
よ
く
見
ら
れ
る
典
型
的
な

三
教
帰
儒
の
「
救
世
団

20体
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
聖
賢
宮
に

は
「
三
聖
古
廟
同
善
堂
堂
規
」（
年
代
不
明
）
と
い
う
碑
文
が
残
さ
れ
て
お
り
、「
為

護
道
皈
依
弟
子
等
要
規
矩
方
圓
」(

護
道
で
あ
る
帰
依
し
た
弟
子
が
守
る
べ
き
規

則)

と
し
て
七
つ
の
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
最
初
の
四
つ
の
項
目
で
は
日
常
生
活

に
関
わ
る
倫
理
道
徳
規
範
を
説
い
て
お
り
、「
正
直
無
私
」、「
長
幼
有
序
」、「
済

人
利
物
」、「
敬
惜
字
紙
五
穀
」、「
戒
殺
放
生
」
な
ど
の
文
言
が
並
ぶ
。
五
つ
目
以

降
は
、「
三
聖
：
孔
子
、
関
帝
、
岳
武
穆
」、
女
性
の
た
め
の
道
徳
的
な
教
え
を
説

く
「
三
従
：
従
父
、
従
夫
、
従
子
」
と
「
四
徳
：
婦
徳
、
婦
言
、
婦
工
、
婦
容
」、

さ
ら
に
儒
教
の
徳
目
で
あ
る
「
五
常
：
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
朋
友
」
や
「
四
維
：

禮
義
廉
恥
」
と
い
っ
た
文
言
が
並
ん
で
い
る
。
同
善
堂
が
教
義
と
し
て
儒
教
の
徳

目
を
掲
げ
る
と
同
時
に
、
扶
乩
や
符
呪
な
ど
の
呪
術
を
行
う
救
世
団
体
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
、
梅
菉
の
善
書
局
、
藍
渓
三
聖
宮
、
同
善
堂
、
そ
し
て

現
代
の
道
教
聖
賢
宮
は
、断
絶
期
間
は
あ
り
つ
つ
も
、歴
史
的
に
つ
な
が
り
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
祀
る
神
々
の
体
系
は
か
な

り
変
化
し
て
い
る
。
藍
渓
三
聖
宮
で
は
、
三
聖
（
関
帝
、
文
昌
、
呂
祖
）
が
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
た
が
、
同
善
堂
の
時
代
に
な
る
と
、
三
聖
は
孔
子
、
関
帝
、

岳
飛
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
道
教
聖
賢
宮
は
、
道
教
宮
観
と
し
て
登
録
す
る
た
め

に
主
祭
壇
に
三
清
を
祀
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か

玉
皇
宮
主
と
い
う
女
性
神
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で

あ
る
。
聖
賢
宮
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
藍
渓
の
地
に
回
帰
せ
よ
と
指
示
し
た
の

は
、シ
ャ
ー
マ
ン
に
降
り
た
玉
皇
宮
主
が
、沙
台
に
書
い
た
乩
詩
で
あ
っ
た
。
い
っ

た
い
玉
皇
宮
主
と
は
ど
の
よ
う
な
神
な
の
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
玉
皇
宮
主
と
は
？

聖
賢
宮
の
信
者
た
ち
に
よ
る
と
、
玉
皇
宮
主
は
こ
の
地
域
で
最
も
人
気
の
あ
る

女
神
だ
と
い
う
。
玉
皇
宮
主
の
像
は
、
鳳
凰
に
跨
っ
た
若
い
美
し
い
女
性
で
、
左

手
に
太
極
図
と
八
卦
掌
が
描
か
れ
た
法
具
を
持
っ
て
い
る
。
毎
年
、
旧
暦
の
四
月

と
七
月
の
十
五
日
に
、
扶
鸞
に
降
り
て
く
る
と
い

21う
。

筆
者
は
実
際
に
聖
賢
宮
の
扶
鸞
儀
礼
を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
老
道
長
が
そ
の

手
順
を
実
演
し
て
く
れ
た
。
聖
賢
宮
の
沙
台
は
、
一
見
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ
ク
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
。
構
造
は
、
長
方
形
の
木
板
を
置
い
た
テ
ー
ブ
ル
の
四
方
に
長

い
柱
を
付
け
た
も
の
で
、
柱
の
上
方
が
木
の
角
材
で
Ｈ
の
文
字
の
よ
う
に
組
ん
で

固
定
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ
ク
の
竿
に
あ
た
る
部
分 

︱ 

片
方
か
ら
も
う

片
方
に
差
し
渡
し
た
木
材 

︱ 

の
中
央
に
赤
い
糸
を
結
び
、
そ
こ
か
ら
糸
を
垂
ら

し
て
Ｔ
字
型
の
乩
筆
を
吊
る
す
。
乩
手
は
沙
台
の
前
に
立
ち
、
乩
筆
を
二
本
の
人

差
し
指
で
支
え
、
粟
が
敷
か
れ
た
板
の
上
に
置
く
。
神
が
降
臨
す
る
と
乩
筆
が
動

き
、
板
の
上
に
神
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
描
か
れ
る
。

玉
皇
宮
主
は
ど
の
よ
う
な
由
来
を
持
つ
神
な
の
だ
ろ
う
か
？
信
者
た
ち
が
口
を

そ
ろ
え
て
語
る
の
は
、
玉
皇
宮
主
は
玉
皇
大
帝
の
三
女
で
、
玉
皇
大
帝
の
命
に
よ

り
人
間
界
に
降
り
て
人
々
を
救
う
と
い
う
短
い
物
語
で
あ
る
。玉
皇
大
帝
の
命
で
、

天
界
か
ら
人
間
界
に
下
凡
す
る
と
い
う
話
は
、「
織
女
」
や
「
七
仙
女
」
な
ど
の

民
間
伝
説
を
ひ
く
ま
で
も
な
く
、
道
教
の
女
仙
に
は
お
な
じ
み
の
伝
説
で
あ
る
。

玉
皇
宮
主
は
こ
の
地
域
で
信
仰
さ
れ
て
き
た
女
仙
な
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
管
見
で

は
、
こ
の
地
域
に
玉
皇
宮
主
を
祀
っ
た
地
域
の
廟
は
な
く
、
玉
皇
宮
主
に
ま
つ
わ

る
民
話
や
伝
説
も
、
ま
っ
た
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
玉
皇
宮

主
を
短
絡
的
に
、
こ
の
地
域
の
土
着
の
民
間
信
仰
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。土

着
の
民
間
信
仰
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
鳳
凰
に
跨
り
、太
極
八
卦
や
剣
を
手
に
し
て
い
る
玉
皇
宮
主
の
像
は
、
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九
天
玄
女
像
と
よ
く
似
て
い
る
。
九
天
玄
女
は
黄
帝
に
兵
法
を
授
け
た
と
さ
れ
る

道
教
の
女
仙
で
、
戦
い
の
女
神
と
も
呼
ば
れ
る
。
も
と
人
首
鳥
身
の
姿
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
が
、
図
像
で
は
鳳
凰
に
跨
っ
た
女
性
神
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多

い
。
玉
皇
宮
主
の
形
象
に
は
、
あ
る
い
は
こ
の
地
域
の
九
天
玄
女
信
仰
の
影
響
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
長
歧
鎮
か
ら
も
比
較
的
近
い
「
化
州
の
鎮
山
」
と
呼
ば

れ
る
尖
崗
峰
に
は
、
玄
帝
廟
と
い
う
九
天
玄
女
を
祀
る
廟
が
あ
り
、
子
授
け
の
神

と
し
て
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い

22る
。
尖
崗
峰
に
は
玉
皇
廟
も
あ
り
、
玉
皇
大
帝
の

命
で
天
界
か
ら
降
臨
し
た
女
仙
の
形
象
に
、
尖
崗
峰
の
九
天
玄
女
の
イ
メ
ー
ジ
が

何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
あ
り
う
る
。

玉
皇
宮
主
が
古
く
か
ら
こ
の
地
域
で
信
仰
さ
れ
て
き
た
土
着
の
女
仙
で
は
な

く
、
新
し
く
創
生
し
た
神
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
で
は
玉
皇
宮
主
が
い
つ
頃
こ
の

地
に
顕
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

鑑
江
流
域
に
お
い
て
手
抄
本
や
ワ
ー
プ
ロ
印
刷
本
の
形
で
流
布
し
て
い
る
﹃
玉

皇
真
経
﹄
は
、「
宝
訓
於
光
緒
二
三
年
重
刻
」
で
始
ま
る
識
語
を
冒
頭
に
掲
げ
る

版
本
で
あ
る
。
こ
の
版
本
で
は
、
経
文
の
前
半
に
あ
る
「
致
心
皈
命
礼
」
以
下
、

神
々
の
聖
号
を
唱
え
て
来
臨
を
請
う
場
面
で
は
、
玉
皇
宮
主
は
「
金
闕
玉
殿
当
令

掌
管
蓋
乾
坤
玉
皇
宮
主
普
度
天
尊
」
と
言
う
称
号
を
付
与
さ
れ
、
玉
皇
大
帝
の
次

に
配
置
さ
れ
て
い

23る
。つ
ま
り
、玉
皇
宮
主
は
遅
く
と
も
光
緒
二
三
年（
一
八
九
七
）

ま
で
に
は
、藍
渓
村
か
梅
菉
の
ど
こ
か
の
乩
壇
に
顕
現
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
の
推
測
す
る
と
こ
ろ
、
玉
皇
宮
主
が
顕
現
し
た
の
は
、
一
八
九
一
年
に
藍

渓
村
に
三
聖
宮
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
玉
皇
宮
主
は
玉
皇

大
帝
の
親
族
と
し
て
、
兄
弟
の
玉
皇
太
子
と
と
も
に
三
聖
宮
に
祀
ら
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
玉
皇
宮
主
も
太
子
も
、
元
々
は
玉
皇
大
帝
の
陪
神
と
し
て
祀
ら

れ
た
神
々
の
一
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
玉
皇
宮
主
は
ま
も
な
く
、
玉
皇
大

帝
に
次
ぐ
天
宮
の
高
位
に
昇
格
し
た
。
玉
皇
宮
主
が
母
で
あ
る
瑶
池
金
母
よ
り
も

高
い
地
位
に
昇
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
玉
皇
宮
主
自
ら
扶
鸞
儀
礼
に
顕
現
し
、

そ
の
お
告
げ
が
他
の
神
々
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
強
い
霊
験
を
顕
し
、
人
々
を
救
っ

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

玉
皇
宮
主
が
土
着
の
神
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
新
し
く
創
生
し
た
神
で

あ
っ
た
の
か
、
決
め
て
と
な
る
資
料
が
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の
憶
測
は
避
け
る

が
、
重
要
な
こ
と
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
藍
渓
三
聖
宮
が
取
り
壊
さ
れ
た
後
も
、

玉
皇
宮
主
の
信
仰
は
呉
川
や
茂
名
一
帯
に
お
い
て
存
続
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂

げ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
三
聖
宮
の
信
仰
を
受

け
継
い
だ
救
世
団
体
と
い
う
基
盤
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
と
な
っ

た
の
が
、
前
述
し
た
同
善
堂
で
あ
る
。
梅
菉
水
口
渡
の
同
善
堂
は
、「
宮
皇
廟
」

と
い
う
通
称
が
示
す
通
り
、
呉
川
、
茂
名
に
お
け
る
玉
皇
宮
主
信
仰
の
中
心
の
一

つ
で
あ
っ
た
。

（
四
）
救
世
団
体
と
し
て
の
宮
皇
廟

玉
皇
宮
主
信
仰
の
も
う
一
つ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
高
州
市
祥
山
鎮
南
茂
坡

村
の
宮
皇
廟
（
表
⑪
）
で
あ
る
。
廟
の
壁
に
掛
け
ら
れ
た
碑
文
に
よ
れ
ば
、
元
々

の
名
前
は
「
青
山
寺
」
と
い
い
、「
宮
皇
楼
」、「
経
壇
」、「
存
善
坤
堂
」
な
ど
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
。
創
建
は
嘉
慶
庚
申
年
（
一
八
〇
〇
）、
そ
の
後
同
治
癸
亥
年

（
一
八
六
三
）
と
民
国
丙
寅
年
（
一
九
二
六
）
の
二
回
に
わ
た
っ
て
重
修
さ
れ
た
。

廟
の
建
物
は
、
も
と
も
と
前
、
中
、
後
の
三
座
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
前

座
と
中
座
が
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は
後
座
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
廟
の

主
要
な
空
間
は
、
後
座
に
あ
た
る
建
物
の
二
階
部
分
に
あ
る
。
廟
内
に
は
主
神

の
玉
皇
宮
主
の
他
、
関
帝
、
八
仙
、
文
昌
帝
君
、
瑤
池
金
母
、
観
音
な
ど
合
計

七
十
四
体
の
神
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
が
行
っ
た
村
民
へ
の
聞
き
取
り
調

24査
や
南
茂
坡
村
文

25書
に
よ
れ
ば
、
宮
皇

廟
は
広
西
か
ら
来
た
商
人
が
牛
を
売
っ
て
得
た
大
金
を
投
じ
て
建
て
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
信
者
た
ち
は
梅
菉
か
ら
玉
皇
宮
主
を
招
請
し
て
祀
っ
た
。
宮
皇
廟
は
、
現
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在
は
南
茂
坡
村
の
公
廟
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
単
な
る
地
域
の
公

廟
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
民
間
宗
教
教
派
に
属
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
そ
う
し

た
教
派
と
関
係
を
持
つ
宗
教
集
団
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
理
由
は
三
点
あ
る
。

第
一
に
、
宮
皇
廟
は
か
つ
て
道
教
や
仏
教
の
宗
教
職
能
者
、
修
行
者
が
集
ま
り
、

滞
在
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
陳
冬
青
は
、梁
瑞
著
﹃
羅
江
流
韻
﹄

の
中
の
次
の
よ
う
な
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。「
全
盛
期
に
は
尼
姑
や
道
士
が
多

く
集
ま
っ
て
い
た
。
西
洋
人
の
宣
教
師
が
滞
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
施
医
の

名
目
で
宗
教
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。」［
陳
冬
青 

二
〇
一
八
：
三
七
］。
筆
者

が
行
っ
た
村
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
解
放
前
に
は
何
人
か
の

尼
姑
が
こ
の
廟
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
。 

第
二
に
、
宮
皇
廟
の
主
神
で
あ
る
玉
皇
宮
主
は
、
民
間
宗
教
教
派
の
宝
巻
に
登

場
す
る
瑤
池
金
母
や
八
仙
の
よ
う
に
、
世
界
の
終
末
か
ら
人
間
を
救
う
救
済
神
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
宮
皇
廟
は
﹃
玉
皇
真
経
﹄、﹃
王
母
真
経
﹄、﹃
七

仙
宮
女
真
経
﹄
な
ど
、
多
く
の
手
抄
き
の
経
典
や
乩
文
集
を
所
蔵
し
て
い
る
。
そ

の
中
の
一
つ
、﹃
宮
皇
三
十
六
首
乩
詩
﹄
と
題
す
る
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
「
玉
皇

宮
主
作
勧
詩
」
と
称
す
る
詩
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。「
玉
旨
批
行
我
掌

権
父
皇
、
統
管
大
羅
天
、
承
命
臨
凡
当
度
主
、
広
度
三
山
五
嶽
仙
、
皇
命
金
枝
下

凡
塵
数
載
、
飛
鸞
到
於
今
、
大
開
普
度
。」（
大
意
：
私
は
父
で
あ
る
玉
皇
大
帝
の

勅
命
に
よ
り
大
羅
天
を
統
括
し
、
命
を
承
け
た
度
主
と
な
り
、
三
山
五
嶽
の
仙
人

を
広
く
治
め
て
き
た
。
皇
命
に
よ
り
皇
帝
の
娘
と
し
て
下
凡
し
、
数
年
が
経
っ
た

今
、
飛
鸞
し
て
こ
こ
に
至
り
、
大
い
に
普
度
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た
。）

ま
た
別
の
乩
文
集
に
は
、
一
九
四
一
年
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
玉
皇
宮
主

と
李
大
仙
が
扶
鸞
で
降
示
し
た
乩
示
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
に
は
、

先
述
し
た
﹃
宮
皇
三
十
六
首
乩
詩
﹄
と
重
複
す
る
内
容
が
書
か
れ
て
お
り
、
一
九

番
目
の
詩
で
は
普
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

為
着
普
度
大
開
期
、
昼
夜
飛
鸞
不
時
離
、
憂
世
憂
民
馳
駆
苦
、
難
人
深
入
善

門
基
、
三
期
普
度
在
此
時
、
凡
間
男
女
要
当
知
。（
大
意
：
普
度
が
大
き
く
開

か
れ
る
に
あ
た
り
、
私
は
昼
夜
を
問
わ
ず
飛
鸞
し
続
け
る
。
世
や
民
を
憂
い
、

急
ぎ
人
々
を
苦
し
み
か
ら
救
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
彼
ら
が
善
門

に
深
く
入
る
こ
と
は
難
し
い
。
三
期
普
度
の
こ
の
時
、
す
べ
て
の
男
女
は
そ
の

こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

第
三
に
、
宮
皇
廟
が
か
つ
て
は
、
入
道
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
う
、
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
制
を
取
る
組
織
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
筆
者
が
見
せ

て
も
ら
っ
た
も
う
一
冊
の
ノ
ー
ト
に
は
、
入
道
時
の
誓
約
書
「
入
護
道
誓
文
」
と

「
玉
皇
宮
主
真
言
入
護
道
規
律
十
二
条
」が
記
さ
れ
て
い
る
。村
民
の
話
に
よ
れ
ば
、

宮
皇
廟
は
も
と
も
と
「
坤
堂
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
修
行
者
の
た
め
の
斎
堂
だ
っ
た
。

近
く
に
は
玉
皇
太
子
を
祀
る
男
性
専
用
の
「
乾
堂
」
も
あ
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
点
か
ら
、
か
つ
て
の
宮
皇
廟
は
救
世
団
体
と
し
て
の
性
格
を
多
少
な
り

と
も
備
え
た
宗
教
集
団
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。あ
る
い
は
先
天
道
の
よ
う
に
、

女
性
修
行
者
の
多
い
民
間
教
派
の
影
響
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
が
宮
皇
廟
を
運
営
し

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
宮
皇
廟
の
教
義
や
実
態
に
つ
い
て
は
、
乩
文
集
を
さ
ら

に
整
理
し
て
解
読
す
る
必
要
が
あ
り
、
詳
し
い
内
容
は
別
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
た
い
。

（
五
）
玉
皇
宮
主
信
仰
の
現
状

玉
皇
宮
主
は
現
在
も
な
お
呉
川
一
帯
で
最
も
人
気
の
あ
る
女
神
で
あ
り
、
そ
の

信
仰
の
盛
ん
な
こ
と
は
冼
夫
人
や
天
后
を
凌
ぐ
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
で
あ
る
。
か

つ
て
同
善
堂
が
あ
っ
た
梅
菉
水
口
渡
に
は
、
現
在
、
玉
皇
宮
主
を
祀
る
二
つ
の
廟

が
あ
る
。
一
つ
は
一
九
九
〇
年
代
に
建
て
ら
れ
た
「
三
聖
宮
皇
廟
」（
表
⑬
）、
も

う
一
つ
は
二
〇
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
た
「
甘
棠
宮
皇
廟
同
善
堂
」（
表
⑭
）
で
あ
る
。
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い
ず
れ
の
廟
も
か
つ
て
の
同
善
堂
の
後
継
者
を
自
認
し
て
い
る
。
筆
者
が
訪
問
し

た
二
〇
一
九
年
八
月
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
廟
で
旧
暦
七
月
十
五
日
の
醮
が
行
わ
れ

て
お
り
、
近
隣
に
住
む
多
く
の
信
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。

呉
陽
鎮
沙
角
旋
に
あ
っ
た
同
善
堂
の
二
つ
の
分
堂
「
聖
赫
堂
」
と
「
顕
赫
堂
」

も
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
復
興
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、「
聖
赫
堂
」（
表
⑮
）

は
一
九
四
三
年
に
設
立
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
に
再
建
さ
れ
た
。
こ
の
堂
で
は
、
玉

皇
宮
主
の
像
が
祭
壇
の
最
も
高
い
位
置
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

二
〇
一
九
年
八
月
に
筆
者
が
聖
赫
堂
を
訪
問
し
た
時
に
は
、
数
人
の
村
の
女
性

が
経
典
を
唱
え
て
い
た
。そ
の
中
に
は﹃
天
仙
真
経
﹄、別
名﹃
四
期
普
度
救
劫
真
経
﹄

が
あ
っ
た
。
こ
の
経
典
の
中
で
、
玉
皇
宮
主
は
「
開
天
闕
地
頂
蓋
乾
坤
四
期
助
挽

玉
皇
宮
主
救
劫
天
尊
」
と
い
う
特
別
な
称
号
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
玉
皇
宮
主
は

新
し
く
始
ま
っ
た
「
四
期
普
度
」（
四
期
め
の
普
度
）
を
主
宰
す
る
天
尊
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
女
性
た
ち
に
よ
る
と
、﹃
天
仙
真
経
﹄
は
二
〇
年

ほ
ど
前
に
、
こ
の
村
の
男
性
の
降
生
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
が
神
が
か
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
地
で
は
、
現
代
に
至
っ
て
も
な
お
、
神

が
か
り
を
し
た
シ
ャ
ー
マ
ン
が
、
口
頭
や
文
字
で
発
せ
ら
れ
る
、
終
末
論
的
な
語

句
を
ち
り
ば
め
た
乩
示
に
よ
っ
て
、
救
済
神
と
し
て
の
玉
皇
宮
主
の
表
象
を
更
新

し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
粤
西
鑑
江
流
域
の
経
堂
を
対
象
と
し
、
経
堂
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え

た
上
で
、
経
堂
で
実
践
さ
れ
て
き
た
信
仰
や
儀
礼
の
諸
相
を
、
異
な
る
信
仰
系

統
を
持
つ
二
つ
の
事
例 

︱ 

鑑
江
中
上
流
域
の
関
帝
信
仰
を
中
心
と
し
た
経
堂
と

中
下
流
域
の
玉
皇
宮
主
信
仰
を
中
心
と
し
た
経
堂 

︱ 

か
ら
検
討
し
た
。
最
後
に
、

こ
の
二
つ
の
事
例
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
時
系
列
的
に
ま
と
め
た

い
。

二
つ
の
事
例
か
ら
ま
ず
わ
か
る
こ
と
は
、
一
九
世
紀
以
降
西
南
地
域
か
ら
鑑
江

流
域
へ
と
伝
播
し
た
救
劫
経
の
終
末
論
的
な
言
説
や
救
済
の
論
理
が
、
一
九
世
紀

末
ま
で
に
経
堂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
浸
透
し
、
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
経
典
や
儀
礼
に

直
ち
に
反
映
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。ペ
ス
ト
禍
の
さ
な
か
に
作
成
さ
れ
た﹃
文

武
葆
生
永
命
経
﹄
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
光
緒
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
敬
修
経
堂
の

科
儀
書
の
中
に
も
、
清
末
に
流
行
し
た
救
劫
論
の
モ
チ
ー
フ
や
神
々
の
体
系
や
関

帝
の
新
し
い
称
号
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
当
時
の

経
堂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
救
劫
経
の
救
済
思
想
に
い
か
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
か
を
示

し
て
い
る
。

二
〇
世
紀
に
入
り
、
辛
亥
革
命
の
前
後
に
宗
教
信
仰
に
対
す
る
締
め
付
け
が
強

化
さ
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
経
堂
は
生
き
残
っ
た
。
民
国
期
に
は
、
二
つ
の
系
統

の
経
堂
の
活
動
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
庶
民
の
宗
教
生
活
の
重
要
な
一
部
と
な
っ

た
。
経
堂
は
神
誕
や
節
日
の
法
会
な
ど
の
宗
教
活
動
を
主
催
し
、
扶
鸞
や
霊
籤
、

薬
の
処
方
や
死
者
供
養
儀
礼
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。

一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
古
い
集
団
か
ら
派
生
し
た
分
派

や
新
し
く
生
ま
れ
た
集
団
が
流
域
一
帯
に
拡
が
り
、
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
儒
教
を
標
榜
す
る
敬
修
経
堂
や
同
善
堂
は
、
国
民
党
の
官
僚
や
郷
紳
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
、
政
府
と
も
良
好
な
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。

二
〇
世
紀
初
頭
の
救
世
団
体
の
性
格
を
宗
教
性
と
い
う
観
点
か
ら
三
つ
に
分
類

し
た
ゴ
ー
サ
ー
ル
と
パ
ー
マ

26ー
に
従
え
ば
、
鑑
江
中
上
流
域
の
関
帝
を
主
神
と
す

る
経
堂
は
、
文
人
の
扶
鸞
結
社
（literati spirit-w

riting group

）
の
典
型
と

言
え
よ
う
。
扶
鸞
、
関
帝
信
仰
、
儒
教
を
標
榜
す
る
儀
礼
を
特
徴
と
す
る
結
社
で
、

男
性
の
地
域
の
エ
リ
ー
ト
を
主
要
な
担
い
手
と
し
て
い
た
。

一
方
、
藍
渓
三
聖
宮
か
ら
派
生
し
た
宗
教
結
社
は
、
文
人
の
扶
鸞
結
社
と
俗
人

の
救
世
集
団
（lay salvationist group

）
の
両
方
の
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。

前
者
は
梅
菉
水
口
渡
の
同
善
堂
、
後
者
は
南
茂
坡
村
の
宮
皇
廟
に
代
表
さ
れ
る
。
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宮
皇
廟
の
過
去
の
実
態
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
が
、

解
放
以
前
の
記
録
か
ら
は
、
宮
皇
廟
は
あ
る
時
期
、
宗
教
専
門
職
や
修
行
者
が
滞

在
し
、入
道
の
制
度
を
持
つ
一
種
の
斎
堂
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
何
ら
か
の
救
世
団
体
の
影
響
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
同
善
堂
で
あ
れ
、
宮
皇
廟
で
あ
れ
、
一

般
信
者
の
多
く
を
占
め
て
い
た
の
は
女
性
た
ち
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
を
惹
き
つ
け

て
い
た
の
は
、
父
で
あ
る
玉
皇
大
帝
の
命
に
よ
り
、
劫
か
ら
の
普
度
を
目
的
と
し

て
人
間
界
に
遣
わ
さ
れ
た
玉
皇
宮
主
の
信
仰
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

解
放
後
か
ら
文
革
期
ま
で
の
断
絶
期
を
経
た
後
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
改
革

開
放
期
に
入
る
と
、二
つ
の
系
統
の
経
堂
は
い
ず
れ
も
復
興
の
道
を
歩
み
始
め
る
。

だ
が
、
活
動
の
持
続
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
両
者
の
現
状
に
は
隔
た
り
も
見

ら
れ
る
。

粤
西
地
域
の
経
堂
の
大
部
分
は
、
特
定
の
救
世
団
体
の
分
堂
組
織
で
は
な
い
た

め
、
外
部
の
よ
り
上
位
の
会
堂
に
従
属
し
た
り
、
も
し
く
は
分
堂
間
で
協
力
し
た

り
す
る
よ
う
な
組
織
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
た
な
か
っ
た
。
経
堂
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
経
典
の
編
纂
や
刊
刻
頒
布
を
通
し
た
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
を
通
し

て
、
主
と
し
て
地
域
住
民
の
地
縁
的
な
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
経
堂
は
も
と
も
と
、
道
教
の
流
派
や
三
教
融
合
の
宗
教
教
派
が
一

般
的
に
持
っ
て
い
る
よ
う
な
専
門
的
職
能
者
の
養
成
シ
ス
テ
ム
や
、
師
父
か
ら
弟

子
へ
と
教
義
や
儀
礼
を
伝
え
て
い
く
師
承
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
一
九
世
紀
末
鑑
江
上
中
流
域
の
経
堂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
第
一
世
代

に
は
、
文
人
や
道
士
な
ど
、
文
言
体
で
書
か
れ
た
宗
教
伝
統
に
精
通
し
た
人
的
資

源
が
豊
富
に
存
在
し
た
た
め
、
既
存
の
宗
教
知
識
に
終
末
論
的
な
概
念
や
語
彙
を

取
り
入
れ
、
新
し
い
経
典
や
儀
礼
を
作
る
力
が
あ
っ
た
。
だ
が
第
二
世
代
に
な
る

と
、
二
〇
世
紀
以
降
の
近
代
化
と
世
俗
化
の
進
展
の
中
で
、
宗
教
的
な
専
門
知
識

を
持
つ
人
材
は
減
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
経
典
や
儀
礼
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

終
末
論
的
な
言
説
の
本
来
の
意
味
は
、
後
の
世
代
に
は
伝
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
形

骸
化
し
て
し
ま
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
経
堂
が
相
次
い
で
復
活
し
て
か
ら
は
、
専
門
知
識
を
持
つ

人
材
の
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化
し
た
。
一
九
四
九
年
以
前
に
経
堂
の
活
動
に
携

わ
っ
て
い
た
経
生
た
ち
は
、
そ
の
知
識
を
生
か
し
て
近
隣
の
経
堂
の
復
興
に
協
力

し
た
り
、
女
性
信
者
に
経
の
読
み
方
を
教
え
た
り
し
た
。
だ
が
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
古
い
メ
ン
バ
ー
が
相
次
い
で
高
齢
化
し
、
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
と
、
経
堂
の
活
動
の
維
持
と
継
承
は
年
々
困
難
と
な
り
、
そ
の
活
動
は

衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

一
方
、
鑑
江
中
下
流
域
の
玉
皇
宮
主
を
祀
る
経
堂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
合
も
、

同
じ
よ
う
に
人
材
不
足
や
高
齢
化
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
玉
皇
宮
主
信
仰
の
隆

盛
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
側
面
が
あ
る
。
玉
皇
宮
主
は
二
〇
世
紀
以
降
こ
の

地
域
で
最
も
人
気
の
あ
る
神
の
一
人
と
な
っ
た
。
特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
、

玉
皇
宮
主
の
乩
示
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
聖
賢
宮
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
宗
教
集
団
を
復
興
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
。
玉
皇
宮
主
を
主
神
と
す

る
廟
は
現
在
も
、
呉
川
や
茂
名
一
帯
の
、
と
く
に
農
村
の
女
性
た
ち
の
信
仰
を
集

め
、
多
く
の
信
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
玉
皇
宮
主
信
仰
の
こ
う
し
た
原
動
力
と
持

続
力
の
源
泉
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

玉
皇
宮
主
信
仰
が
農
村
で
現
在
も
な
お
広
く
行
わ
れ
て
い
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に

深
く
根
ざ
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
地
域
で
シ
ャ
ー
マ
ン
を
意
味
す
る
「
降
生
」
は
、
神
霊
の
憑
依
に
よ
っ
て

口
頭
で
語
る
場
合
と
扶
鸞
を
介
し
て
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
場
合
の
ど
ち

ら
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
神
が
か
り
を
し
、
口
頭
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
る
方
法
と
、文
字
を
通
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
方
法
の
両
方
が
行
わ
れ
、

前
者
は
主
に
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
、
後
者
は
主
に
男
性
の
乩
手
が
担
っ
て
き
た
。
広

186

粤
西
鑑
江
流
域
の
経
堂 

― 

信
仰
と
儀
礼
を
中
心
に

一
五



府
文
化
の
影
響
が
強
い
鑑
江
中
下
流
域
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
文
化
で
は
、
あ
る
い

は
農
村
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
女
性
が
主
流
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

2₇い
。
だ
が
経
堂
は
、

文
字
で
書
か
れ
た
伝
統
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
男
性
の
乩
手
が
主
体
だ
っ
た
。
少
な

く
と
も
清
末
か
ら
民
国
期
ま
で
は
、
経
堂
は
必
ず
男
性
の
降
生 

︱ 

す
な
わ
ち
扶

鸞
の
乩
手 
︱ 
を
擁
し
、
文
字
を
媒
介
と
し
た
乩
文
と
そ
れ
ら
を
編
纂
し
た
経
書

を
布
教
活
動
の
中
心
に
置
い
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
解
放
後
に
な
る
と
シ
ャ
ー
マ
ン
の
活
動
は
男
女
を
問
わ
ず
禁
止
さ

れ
た
。
改
革
開
放
後
に
締
め
付
け
が
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た
後
も
、
文
言
体
の
乩
文

を
操
る
こ
と
の
で
き
る
男
性
の
降
生
は
著
し
く
減
少
し
、
ま
た
新
し
く
養
成
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
メ
イ
フ
ェ
ア
・
ヤ
ン
は
、
現
代
中
国
で
は
男

性
シ
ャ
ー
マ
ン
に
比
べ
て
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
の
数
が
多
く
な
る
と
い
う
、
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
女
性
化
（fem

inization
）
が
進
行
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ヤ
ン
は
そ
の
背
景
と
し
て
、
解
放
直
後
か
ら
、
男
性
の
宗
教
的
権
威
は
共
産
党
の

権
威
を
脅
か
す
も
の
と
見
な
さ
れ
た
た
め
に
、
反
迷
信
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
は
男
性
シ
ャ
ー
マ
ン
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
改
革
開
放
後

は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
実
践
が
制
限
さ
れ
、
周
縁
化
さ
れ
た
状
況
が
生
じ
る
と
同

時
に
、
男
性
を
伝
統
的
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
文
化
か
ら
引
き
離
す
新
し
い
経
済
的

機
会
が
出
現
し
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
［Yang 2015
：83
］。　

玉
皇
宮
主
信
仰
の
持
続
力
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
密
接
な
関
係
を

持
つ
民
間
医
療
と
の
関
わ
り
が
指
摘
で
き
る
。
玉
皇
宮
主
が
扶
鸞
を
介
し
て
処
方

す
る
薬
は
、
公
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
農
村
で
は
重
要
な

機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
と
く
に
家
族
の
健
康
管
理
を
担
う
こ
と
の
多
い
女
性
た

ち
に
と
っ
て
、
玉
皇
宮
主
が
処
方
す
る
薬
草
や
符
は
、
よ
り
身
近
で
信
頼
で
き
る

日
常
的
な
医
療
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
文
字
で
書
か
れ
た
伝
統
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
男
性
の
降
生
が
減
少
し
て
も
、
玉
皇
宮
主
の
信
仰
は
口
頭
に
よ
る
簡
単
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
降
す
降
生
（
多
く
は
女
性
）
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
玉
皇
宮
主
信
仰
の
原
動
力
に
関
し
て
言
え
ば
、
依
然
と
し
て
男
性
の
降

生
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
梅
菉
水
口
渡
の
同
善
堂
が
一
九
九
〇

年
代
に
廟
の
移
転
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た
際
、
藍
渓
村
に
新
し
い
廟
を
建
て
よ

と
い
う
乩
詩
を
降
筆
し
た
「
書
童
」
は
、
お
そ
ら
く
男
性
の
降
生
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。
改
革
開
放
後
、
同
善
堂
や
聖
賢
宮
で
行
わ
れ
る
扶
鸞
儀
礼
に
し
ば
し
ば
呼

ば
れ
、﹃
天
仙
真
経
﹄
と
い
う
新
し
い
玉
皇
宮
主
の
経
典
を
降
筆
し
た
の
も
男
性

の
降
生
だ

28

っ
た
。
こ
の
人
物
は
、
女
性
た
ち
の
話
に
よ
れ
ば
、
解
放
後
両
親
の
出

身
階
層
の
た
め
に
正
式
な
学
校
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
家
庭
で
古
典
の

教
育
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
普
段
は
農
村
の
女
性
を
中
心
と
す
る
周
縁
的
な

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
文
化
に
身
を
置
き
つ
つ
、
文
字
で
書
か
れ
た
伝
統
文
化
に
も
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
た
彼
の
よ
う
な
降
生
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
玉
皇
宮
主
は

扶
鸞
儀
礼
の
場
に
再
び
降
臨
し
、
文
字
を
媒
介
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
そ
の

影
響
力
を
広
く
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

近
現
代
中
国
に
お
け
る
地
方
の
扶
鸞
結
社
運
動
の
展
開
を
た
ど
っ
て
い
く
上

で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
重
要
な
鍵
で
あ
る
。
今
後
、
鑑
江
流
域

の
扶
鸞
結
社
の
信
仰
や
儀
礼
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
い
く
に
は
、
表
層

に
現
れ
た
宗
教
伝
統
の
下
に
隠
れ
て
い
る
女
性
を
担
い
手
と
す
る
民
俗
文
化
、
た

と
え
ば
女
仙
の
信
仰
や
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
民
間
芸

29能
と
い
っ
た
要
素
を
よ
り
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

註１ 

広
東
三
大
水
系
の
一
つ
鑑
江
は
信
宜
県
（
現
在
の
茂
名
市
信
宜
市
）
の
山
中

を
源
流
と
し
、
高
州
、
化
州
、
茂
名
、
電
白
を
抜
け
て
、
呉
川
の
沙
角
旋
に

達
し
、最
後
に
南
シ
ナ
海
に
流
出
す
る
全
長
二
三
一
キ
ロ
の
河
川
で
あ
る（
百

度
百
科
「
鑑
江
」https://baike.baidu.com

/item
/%

E
9%

89%
B

4%
E

6%
 

B
1%

9F/4943116

、
二
〇
二
一
年
八
月
四
日
最
終
閲
覧
）。
か
つ
て
は
水
上
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交
通
が
盛
ん
で
あ
り
、
流
域
の
県
城
や
市
鎮
間
を
舟
が
頻
繁
に
行
き
来
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
鑑
江
沿
い
の
地
域
は
、
共
通
の
宗
教
信
仰
や
風
俗
習
慣

を
持
つ
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
た
。

２ 
陳
館
長
に
は
、
筆
者
の
調
査
に
何
度
も
同
行
い
た
だ
き
、
ま
た
経
堂
の
関
係

者
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

３ 

二
〇
一
八
年
度
に
実
施
し
た
科
研
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
共
同
調
査
で
は
、
メ
ン

バ
ー
の
協
力
で
、
多
く
の
経
典
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し

て
感
謝
し
た
い
。

４ 

冼
夫
人
と
は
、
南
北
朝
時
代
（
四
三
九 

︱ 

五
八
九
） 

末
期
の
高
涼
郡
を
支

配
し
て
い
た
俚
族
の
首
領
の
娘
で
あ
る
。高
涼
郡
太
守
の
馮
宝
の
妻
と
な
り
、

夫
の
死
後
、嶺
南
地
域
に
お
け
る
諸
民
族
の
融
和
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、

隋
の
文
帝
に
よ
っ
て
「
譙
国
夫
人
」
に
封
じ
ら
れ
た
。
死
後
神
格
化
さ
れ
、

冼
夫
人
を
祀
る
廟
が
高
州
府
を
中
心
と
し
て
各
地
に
建
立
さ
れ
た
。
鑒
江
流

域
に
は
現
在
も
冼
夫
人
を
祀
る
大
小
の
廟
が
点
在
し
、
人
々
の
篤
い
信
仰
を

集
め
て
い
る
。

５ 

広
東
省
潮
汕
地
域
の
善
堂
に
つ
い
て
は
、
志
賀
［
二
〇
一
二
］
を
参
照
さ
れ

た
い
。

６ 

黃
爐
修
纂
﹃
梅
菉
賦
志
不
分
巻
﹄
光
緒
二
二
年
（
一
八
九
六
）
稿
本
、
倪
俊

明
主
編
﹃
広
東
省
立
中
山
図
書
館
蔵
稀
見
方
志
叢
刊
﹄（
北
京
、
国
家
図
書

館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
第
二
七
冊
）
所
收
。

７ 

﹃
文
帝
救
劫
葆
生
経
・
武
帝
救
劫
永
命
経
合
編
﹄（
宣
統
元
年
重
刊
、
羊
城
宝

経
閣
承
印
）、
広
東
省
立
中
山
図
書
館
所
蔵
、
六
頁
、
二
八
頁
。
以
前
発
表

し
た
拙
論
で
は
﹃
文
武
二
帝
経
﹄
と
略
称
し
た
が
、そ
の
後
﹃
文
武
二
帝
経
﹄

と
通
称
さ
れ
る
別
の
経
典
が
当
該
経
典
よ
り
も
早
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
た
め
、
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
﹃
文
武
葆
生
永
命
経
﹄

と
い
う
略
称
を
用
い
る
。

８ 

二
〇
一
九
年
八
月
一
六
日
訪
問
。
Ａ
氏
は
か
つ
て
東
岸
鎮
の
文
化
站
長
を
務

め
て
い
た
。

９ 

農
村
に
人
民
公
社
が
導
入
さ
れ
、
農
業
の
集
団
化
が
進
め
ら
れ
た
の
は

一
九
五
八
年
の
大
躍
進
政
策
以
降
の
こ
と
な
の
で
、
一
九
五
三
年
頃
か
ら
と

い
う
の
は
、
人
民
公
社
で
は
な
く
合
作
社
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
い

く
つ
か
の
経
堂
で
も
、
人
民
公
社
化
さ
れ
て
か
ら
「
破
除
迷
信
」
の
風
潮
が

高
ま
り
、
活
動
が
禁
止
さ
れ
た
り
、
廟
が
取
り
壊
さ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
農
村
の
集
団
化
が
進
行
す
る
過
程
で
、

経
堂
の
よ
う
な
宗
教
活
動
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

10 

敬
修
経
堂
の
経
生
Ｂ
氏
に
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
曹
江
鎮
周
氏
の
族
譜

﹃
明
湾
周
氏
族
譜
﹄
の
記
載
に
基
づ
く
。

11 

広
州
の
敬
修
堂
と
い
え
ば
、
銭
樹
田
を
創
業
者
と
す
る
老
舗
の
薬
鋪
「
白
雲

山
敬
修
堂
」
が
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
敬
修
堂
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
。

12 

四
川
や
雲
南
の
「
儒
壇
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
王
見
川
の
論
考
［W

ang 
2018

］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

13 

黄
広
攀
撰
「
南
鎮
従
善
正
堂
剏
立
四
〇
周
年
紀
念
概
述
」、
游
子
安

［
二
〇
〇
五
：
二
八
一 

︱ 

二
八
五
］
所
収
。

14 

前
掲
﹃
梅
菉
賦
志
不
分
巻
﹄
五
四
六
、五
七
四
頁
。

15 

こ
の
地
域
で
刊
刻
さ
れ
た
善
書
で
は
、
蒼
穹
帝
君
を
李
大
仙
（
李
鉄
拐
）
と

し
て
い
る
も
の
、
ま
た
藍
大
仙
（
藍
采
和
）
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
従

善
堂
の
蒼
穹
帝
君
が
ど
の
神
仙
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

16 
「
道
教
聖
賢
宮
簡
介
」と「
復
建
三
聖
古
廟
序
」の
原
文
は
、志
賀［
二
〇
二
〇
：

四
〇
九 

︱ 

四
一
一
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

17 

こ
こ
で
の
「
書
童
」
は
シ
ャ
ー
マ
ン
を
意
味
す
る
「
乩
童
」
の
一
種
と
考
え
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を
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に
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ら
れ
る
が
、「
童
」
に
少
年
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
。

18 

蘇
村
は
藍
渓
村
に
隣
接
す
る
村
名
。

19 
呉
川
市
地
方
志
弁
公
室
編
﹃
呉
川
県
志
﹄
鄭
州
：
中
華
書
局
、二
〇
〇
一
年
、

九
七
〇
頁
。

20 

「
救
世
団
体
」（redem

ptive society

）
と
は
、
プ
ラ
セ
ン
ジ
ッ
ト
・
デ
ュ

ア
ラ
の
造
語
で
二
〇
世
紀
前
半
の
中
国
全
土
に
興
っ
た
新
し
い
宗
教
運
動
を

指
す
［D

uara 2001

：117

］。
デ
ビ
ッ
ド
・
オ
ウ
ン
ビ
ー
は
救
世
団
体
を

「
救
世
団
体
は
…
﹃
中
国
性
﹄
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
感
情
的
な
主
張
に
根
差

し
、
伝
統
的
な
も
の
と
現
代
的
な
も
の
に
ま
た
が
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
で
組

み
合
わ
さ
れ
た
、
道
徳
性
や
治
癒
力
へ
の
伝
統
的
な
信
仰
に
基
づ
い
た
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
形
態
を
と
る
」［O

w
nby 2015

：687

］
宗
教
結
社

と
定
義
し
て
い
る
。

21 

香
港
従
善
堂
編
の
﹃
普
度
誕
期
簿
﹄
に
は
「
八
月
十
五
夕　

西
宮
玉
闕
玉
皇

宮
主　

千
秋
」
と
あ
る
。

22 

「
尖
崗
峰
的
伝
説
」（http://w

w
w

.huazhou.gov.cn/syzl/rdzt/content/
post_309256.htm

l

、
二
〇
二
一
年
九
月
二
六
日
最
終
閲
覧
）。

23 

本
稿
で
は
、
光
緒
二
三
年
重
刻
版
は
﹃
玉
皇
真
経
﹄（
手
抄
本
、
呉
川
市
水

口
渡
三
聖
古
廟
所
蔵
）
を
用
い
、
光
緒
二
四
年
香
港
従
善
堂
再
刻
版
は
﹃
玉

帝
救
劫
真
経
﹄（
民
国
二
三
歳
次
甲
戌
重
鐫
、
香
港
南
鎮
従
善
堂
敬
刊
）
を

用
い
る
こ
と
と
す
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
光
緒
二
三
年
重
刻
版
の
識
語

は
、
光
緒
二
四
年
再
刻
版
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
二
三
年
版
で
「
三
教

神
銜
、
玉
帝
正
中
、
孔
聖
在
左
、
仏
祖
在
右
、
本
方
土
地
灶
神
」
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
、
光
緒
二
四
年
版
で
は
「
玉
皇
、
玉
皇
宮
主
、
玉
皇
太
子
、

文
帝
、
関
帝
、
呂
祖
、
蒼
穹
帝
君
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
玉
皇
宮
主
の
聖

号
は
、二
四
年
版
で
は
「
西
宮
玉
闕
当
令
掌
管
玉
皇
宮
主
普
渡
天
尊
」
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
神
々
の
順
番
が
異
な
っ
て
い
た
り
、
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
な
ど
、
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。
筆
者
の
推
測
す
る
と
こ
ろ
、
光
緒
二
三

年
重
刻
版
の
識
語
は
、
お
そ
ら
く
光
緒
二
三
年
よ
り
も
以
前
に
刊
刻
さ
れ
た

版
本
の
識
語
を
そ
の
ま
ま
改
訂
せ
ず
に
使
用
し
た
も
の
で
、
光
緒
二
四
年
香

港
従
善
堂
版
で
改
訂
が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
神
々
の
聖
号

に
つ
い
て
は
、
光
緒
二
三
年
版
の
聖
号
を
従
善
堂
版
で
整
理
し
、
改
訂
し
た

可
能
性
が
高
い
。

24 

二
〇
一
九
年
八
月
一
七
日
訪
問
。

25 

茂
坡
村
民
委
員
会
と
茂
坡
宮
皇
廟
文
物
保
護
管
理
所
が
二
〇
一
四
年
に
作
成

し
た
宮
皇
廟
の
概
況
を
記
し
た
資
料
。

26 

ゴ
ー
サ
ー
ル
と
パ
ー
マ
ー
に
よ
る
救
世
団
体
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は

①
近
代
の
尊
孔
結
社
、
②
文
人
の
扶
鸞
集
団
、
③
俗
人
の
救
世
集
団
（lay 

salvationist group

）
を
指
す
［G

oossaert and Palm
er 2011

：94

］。

③
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
従
来
の
研
究
で
秘
密
宗
教
結
社
、
民
間
宗
教
教
派
な

ど
の
名
称
で
一
括
り
に
さ
れ
て
き
た
宗
教
集
団
を
指
す
。
パ
ー
マ
ー
は
別
の

論
文
で
、
救
済
主
義
（salvationism

）
的
性
格
を
持
つ
宗
教
結
社
の
特
徴

と
し
て
「
カ
リ
ス
マ
的
な
創
始
者
や
神
か
ら
の
直
接
的
な
啓
示
、
千
年
王
国

的
終
末
論
、
治
病
や
内
丹
修
養
を
通
じ
た
身
体
的
体
験
、
善
行
や
伝
道
、
慈

善
活
動
を
通
じ
た
外
へ
の
志
向
」
と
い
っ
た
点
を
挙
げ
て
い
る
［Palm

ar 
2011

：43-44

］。

27 

広
府
と
は
か
つ
て
の
広
州
府
に
相
当
す
る
南
海
、
番
禺
、
順
徳
を
含
む
一
帯

を
指
す
。
筆
者
の
主
に
香
港
で
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
潮
汕
系
や
福
建
系
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
童
乩
（
ま
た
は
乩
童
）
な
ど
の
男
性
シ
ャ
ー
マ
ン
を
主

流
と
す
る
の
に
対
し
て
、
広
府
系
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
問
米
婆
（
ま
た

は
問
醒
婆
）
な
ど
、
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
を
主
流
と
す
る
。
詳
細
は
拙
著
［
志

賀
一
九
九
九
：
五
四 

︱ 

五
六
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

28 

こ
の
二
人
は
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

29 

た
と
え
ば
今
後
の
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
鑑
江
地
域
の
経
典
と
民

間
の
説
唱
本
と
の
関
係
で
あ
る
。
玉
皇
宮
主
の
経
典
の
七
言
句
で
構
成
さ
れ

る
文
体
や
女
仙
下
凡
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
女
性
に
よ
っ
て
歌
い
継
が
れ
て
き

た
広
東
語
の
民
謡
「
木
魚
歌
」
の
そ
れ
と
類
縁
性
が
見
ら
れ
る
。
朱
佳
の
修

士
論
文
に
よ
れ
ば
、
呉
川
の
木
魚
歌
の
中
に
は
、
玉
皇
大
帝
の
七
番
目
の
娘

七
仙
女
と
人
間
の
董
永
の
恋
愛
伝
説
に
ま
つ
わ
る
語
り
歌
が
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
［
朱
佳 
二
〇
〇
九
：
二
四
］。

参
考
文
献

日
文

酒
井
忠
夫　

二
〇
〇
〇
﹃
増
補 

中
国
善
書
の
研
究 

下
﹄
東
京
、
国
書
刊
行
会
。

志
賀
市
子　

一
九
九
九
﹃
近
代
中
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
道
教 

︱ 

香
港
の
道

壇
と
扶
乩
信
仰
﹄
東
京
：
勉
誠
出
版
。

志
賀
市
子　

二
〇
一
二
﹃︿
神
﹀
と
︿
鬼
﹀
の
間 
︱ 
中
国
東
南
部
に
お
け
る
無
縁

死
者
の
埋
葬
と
祭
祀
﹄
東
京
、
風
響
社
。

志
賀
市
子　

二
〇
二
一
「
粤
西
地
域
の
経
堂 

︱ 

一
九
世
紀
末
扶
鸞
救
劫
運
動
の

伝
播
と
地
方
化
」﹃
華
南
研
究
﹄
第
七
号
（
印
刷
中
）。

武
内
房
司　

一
九
九
〇
「
清
末
四
川
の
宗
教
運
動
︱
扶
鸞
・
宣
講
型
宗
教
結
社
の

誕
生
」﹃
学
習
院
大
学
文
学
部
年
報
﹄
三
七
、
五
九 

︱ 

九
三
頁
。

中
文

陳
冬
青　

二
〇
一
一
﹃
高
州
社
会
歴
史
調
査
﹄
香
港
：
香
港
科
技
大
学
華
南
研
究

中
心
。

陳
冬
青　

二
〇
一
八
﹃
高
州
文
物
調
查
與
考
述
﹄
広
州
：
広
東
旅
遊
出
版
社
。

范
純
武　

二
〇
一
五
﹃
清
末
民
間
慈
善
事
業
与
鸞
堂
運
動
﹄
台
北
：
博
陽
文
化
。

王
見
川　

二
〇
〇
八
「
台
湾
﹃
関
帝
当
玉
皇
﹄
伝
説
的
由
来
」﹃
漢
人
宗
教
、
民

間
信
仰
与
預
言
書
的
探
索
﹄
台
北
：
博
陽
文
化
、
四
一
一 

︱ 

四
三
〇
頁
。

王
見
川　

二
〇
一
〇「
清
朝
中
晩
期
関
帝
信
仰
的
探
索
、従「
武
廟
」談
起
」王
見
川
、

蘇
慶
華
、
劉
文
星
編
﹃
近
代
的
関
帝
信
仰
与
経
典
、
兼
談
其
在
新
、
馬
的
発

展
﹄
台
北
、
博
陽
文
化
、
八
九 

︱ 

一
〇
六
頁
。

王
見
川　

二
〇
一
二
「
導
言
」
王
見
川
主
編
﹃
近
代
関
帝
、
玉
皇
経
卷
与
玄
門
真

宗
文
献
﹄
第
一
冊
、
台
北
：
博
陽
文
化
、
一 

︱ 

二
二
頁
。

游
子
安　

二
〇
〇
五
﹃
善
与
人
同
︱
明
清
以
来
的
慈
善
与
教
化
﹄
北
京
：
中
華
書

局
。

游
子
安
、
志
賀
市
子　

二
〇
二
一
﹃
道
妙
鸞
通 

︱ 

扶
鸞
与
香
港
社
会
﹄
上
巻
、

香
港
：
三
聯
書
店
（
香
港
）、
七
一 

︱ 

九
一
頁
。

志
賀
市
子　

二
〇
二
〇
「
清
末
民
初
粤
西
地
区
的
鸞
堂 

︱ 

兼
談
一
九
世
紀
末
鼠

疫
流
行
与
救
劫
経
的
拡
散
」
范
純
武
主
編
﹃
扶
鸞
文
化
与
民
衆
宗
教
国
際
学

術
研
討
会
論
文
集
﹄
台
北
：
博
陽
文
化
、
三
九
三 

︱ 

四
三
〇
頁
。

朱
明
川　

二
〇
一
九
「
儒
壇
経
典
及
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表　2017年～ 2019年に調査した経堂のリスト

地区 鎮、村 廟 経堂名 創立年、重修年 主要な祭神 その他

① 信宜市 北界鎮双
寿村三叉
塘

関帝廟 道光年間 関帝 経堂の活動が有る。
経堂名は不明。

② 高州市 曹江鎮周
享村

周享社廟 敬修経堂 1891年 関帝 『新刻儒教科集』な
ど、儒教を冠した科
儀書を多数所蔵。

③ 高州市 曹江鎮帅

堂村
大人廟 導化経堂 関帝

④ 高州市 曹江鎮南
山村

冼太廟 忠善経堂 1980年以降 関帝 敬修経堂の経師の指
導を受けた。

⑤ 高州市 東岸鎮石
頭嘴村

武 帝 廟
（帯禄）

善慶経堂 1919年 関帝 三叉塘関帝廟から分
香。

⑥ 高州市 東岸鎮旺
村坡村

武帝廟 明善経堂 解放前→1999年
重建

関帝
太上老君、北
帝、毛沢東

三叉塘関帝廟から分
香。

⑦ 高州市 東岸鎮銀
崗垌

武帝廟 忠善経堂 ？ 関帝

⑧ 高州市 高涼嶺 冼夫人廟
の隣、文
武廟

慈善経堂 ？ 関帝

⑨ 高州市 石鼓鎮元
嶺村

三聖宮 心心堂 同治二年（1863） 関帝、文昌、
呂祖

所蔵経書多数。

⑩ 高州市 根子鎮伯
橋嶺腰村

霊王廟 清代 霊王（霊皇） 所蔵経書多数。

⑪ 高州市 祥山鎮南
茂坡村

宮皇廟 経壇、存善
坤堂

1800年 →186年
3 重修→1926年
重修

玉皇宮主
三聖、八仙等

長歧鎮の三聖宮から
信仰が伝わったとい
う言い伝えもある。

⑫ 呉川市 長歧鎮藍
溪村

道教聖賢
宮

1995年重建 玉皇、玉皇宮
主、三清、文
昌、関帝、孔
子、北帝など

前 身 は 藍 溪 三 聖 宮
（1891年創建）
誦経団有り。

⑬ 呉川市 振文鎮水
口渡村

三聖宮皇
廟

太和洞同善
堂

孔子、関帝、
岳武
玉皇宮主

1930-1940年 代 に 活
動 し て い た。 信 者
３ 千人以上。（『呉川
県志』2001年）

⑭ 呉川市 水口坡村 甘棠宮皇
廟

太和洞甘棠
同善堂

2002年重建 最上階：玉皇
宮主

⑮ 呉川市 呉陽鎮沙
角旋

聖赫堂 1943年創建、
2012年重建

玉皇宮主 『四期普度救劫真経』
はここの乩童の扶鸞
に よ っ て 作 成 さ れ
た。
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Spirit writing groups along the Jianjiang River in Western Guangdong
: focusing on their beliefs and liturgies

SHIGA Ichiko

This paper intends to explore the rise of the spirit-writing groups along the Jianjiang River 
in western Guangdong, employing both historical materials and anthropological data obtained 
from my field research. In this region, a number of spirit-writing halls, called “jingtang” (literally, 

“scripture hall”) were established by local literati and merchants since the end of the 19th 
century. 　

The jingtangs were established on the basis of the religious and charitable culture rooted 
in the local community. In addition hereto, they were also directly influenced by the religious 
movement that emerged in southwestern China in the second half of the nineteenth century. This 
movement preached salvation from the apocalypse through the teachings spirit written by Lord 
Guan and other savior deities. 

First, I explored the historical transformations and current conditions of several spirit-
writing halls from the early twentieth century up until the present, focusing on their beliefs 
and liturgies. Then, I summarized the main points comparing the two case studies in terms of 
religiosity, organization, social class, and gender. The first case study focuses on the scripture 
halls in northern Gaozhou, which served as the religious communities centered on spirit-writing, 
the worship of Lord Guan, and the liturgy espousing Confucianism, mainly consisting of male 
followers. The other is the successors of the Palace of the Three Saints in Wuchuan, centered on 
the worship of the Jade Princess, mainly attracting female devotees. Finally, I discussed how 
gender and shamanism are key elements in understanding the development of the local spirit 
writing movement in modern China.
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